
 

 

 

 

 

 

 

東京二十三区清掃一部事務組合議会定例会会議録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年２月２７日 

 

 

 

 

 

東京二十三区清掃一部事務組合議会 

 

令 和 ５ 年 

第１回定例会 



令和５年第１回東京二十三区清掃一部事務組合議会定例会会議録 目 次 

期日……………………………………………………………………………………… １ 

場所……………………………………………………………………………………… １ 

出席議員………………………………………………………………………………… １ 

欠席議員………………………………………………………………………………… １ 

出席説明員……………………………………………………………………………… １ 

出席議会事務局職員…………………………………………………………………… ３ 

議事日程………………………………………………………………………………… ３ 

追加議事日程…………………………………………………………………………… ４ 

開会・開議……………………………………………………………………………… ５ 

会議録署名議員指名…………………………………………………………………… ５ 

諸般の報告……………………………………………………………………………… ５ 

例月出納検査の結果の報告…………………………………………………………… ５ 

挨拶（山﨑孝明管理者）……………………………………………………………… ５ 

日程第 １ 会期の決定について…………………………………………………… ６ 

日程第 ２ 議案第４号 東京二十三区清掃一部事務組合個人情報保護法施行 

条例……………………………………………………… ６ 

日程第 ３ 議案第５号 東京二十三区清掃一部事務組合情報公開条例の一部 

を改正する条例………………………………………… ６ 

日程第 ４ 議案第６号 東京二十三区清掃一部事務組合常勤副管理者の給料 

等に関する条例の一部を改正する条例……………… ６ 

日程第 ５ 議案第７号 東京二十三区清掃一部事務組合会計年度任用職員の 

給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条 

例………………………………………………………… ６ 

日程第 ６ 議案第８号 東京二十三区清掃一部事務組合職員の退職手当に関 

する条例の一部を改正する条例……………………… ６ 

日程第 ７ 議案第９号 東京二十三区清掃一部事務組合廃棄物処理条例の一 

部を改正する条例……………………………………… ７ 

提案理由説明（中尾正巳総務部長）………………………………………………… ７ 

委員会付託……………………………………………………………………………… ８ 

日程第 ８ 議案第１号 令和４年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計 

補正予算（第３号）…………………………………… ８ 



 

提案理由説明（中尾正巳総務部長）………………………………………………… ８ 

委員会付託……………………………………………………………………………… ８ 

日程第 ９ 議案第１０号 北清掃工場建替工事請負契約の締結について…… ８ 

提案理由説明（中尾正巳総務部長）………………………………………………… ９ 

委員会付託……………………………………………………………………………… ９ 

日程第１０ 議案第２号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計 

予算……………………………………………………… ９ 

日程第１１ 議案第３号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合経費分担 

金について……………………………………………… ９ 

提案理由説明（中尾正巳総務部長）………………………………………………… ９ 

委員会付託……………………………………………………………………………… 10 

日程第１２ 報告第１号 専決処分した事件の報告について…………………… 10 

報告（中尾正巳総務部長）…………………………………………………………… 10 

会議時間の延長………………………………………………………………………… 11 

休憩……………………………………………………………………………………… 11 

再開……………………………………………………………………………………… 11 

追加日程第 １ 議案第４号 東京二十三区清掃一部事務組合個人情報保護法 

施行条例…………………………………………… 11 

追加日程第 ２ 議案第５号 東京二十三区清掃一部事務組合情報公開条例の 

一部を改正する条例……………………………… 11 

追加日程第 ３ 議案第６号 東京二十三区清掃一部事務組合常勤副管理者の 

給料等に関する条例の一部を改正する条例…… 11 

追加日程第 ４ 議案第７号 東京二十三区清掃一部事務組合会計年度任用職 

員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改 

正する条例………………………………………… 12 

追加日程第 ５ 議案第８号 東京二十三区清掃一部事務組合職員の退職手当 

に関する条例の一部を改正する条例…………… 12 

追加日程第 ６ 議案第９号 東京二十三区清掃一部事務組合廃棄物処理条例 

の一部を改正する条例…………………………… 12 

総務・事業副委員長の報告（下山芳男総務・事業副委員長）…………………… 12 

採決……………………………………………………………………………………… 12 

追加日程第 ７ 議案第 １号 令和４年度東京二十三区清掃一部事務組合一 



 

般会計補正予算（第３号）…………………… 13 

追加日程第 ８ 議案第１０号 北清掃工場建替工事請負契約の締結について 13 

財務委員長の報告（工藤哲也財務委員長）………………………………………… 13 

採決……………………………………………………………………………………… 14 

追加日程第 ９ 議案第２号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合一般 

会計予算…………………………………………… 14 

追加日程第１０ 議案第３号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合経費 

分担金について…………………………………… 14 

採決……………………………………………………………………………………… 14 

日程第１３ 議員提出議案第１号 東京二十三区清掃一部事務組合議会個人情 

報保護条例…………………………………… 15 

採決……………………………………………………………………………………… 15 

会期中の閉会…………………………………………………………………………… 15 

挨拶（山﨑孝明管理者）……………………………………………………………… 15 

閉会……………………………………………………………………………………… 16 

 

資料………………………………………………………………………………………  18 

議案………………………………………………………………………………………  28 

 



-  - 1 

令和５年第１回 

東京二十三区清掃一部事務組合議会定例会 

１ 期  日 令和５年２月２７日（月） 

２ 場  所 東京区政会館 ２０１・２０２・２０３会議室 

３ 出席議員（１６名） 

１番 千代田区 桜 井 た だ し 

３番 港区   ゆ う き く み こ 

４番 新宿区  桑 原 よ う へ い 

５番 文京区  田 中 と し か ね 

６番 台東区  水 島 道 徳 

８番 荒川区  志 村 博 司 

９番 品川区  本 多 健 信 

１０番 目黒区  宮 澤 宏 行 

１２番 世田谷区 下 山 芳 男 

１４番  中野区  内 川 和 久 

１５番 杉並区  脇 坂 た つ や 

１８番 練馬区  藤 井 た か し 

１９番 墨田区  木 内  清 

２０番 江東区  山 本 香 代 子 

２１番 足立区  工 藤 哲 也 

２３番 江戸川区 福 本 光 浩 

４ 欠席議員（７名） 

２番 中央区  木 村 克 一 

７番 北区   名 取 ひ で あ き 

１１番 大田区  鈴 木 隆 之 

１３番 渋谷区  斎 藤 竜 一 

１６番 豊島区  木 下  広 

１７番 板橋区  坂 本 あ ず ま お 

２２番 葛飾区  峯 岸 良 至 

５ 出席説明員 

管理者      山 﨑 孝 明 

副管理者     深 井 祐 子 
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監査委員     樋󠄀 口 高 顕 

監査委員     本 間 敏 明 

総務部長     中 尾 正 巳 

総 務 部 調 整 担 当 部 長 渡 部 洋 一 

総 務 部 担 当 部 長 （ 企 画 室 長 事 務 取 扱 ） 森 田 昌 志 

総 務 部 担 当 部 長 （ 監 査 事 務 局 長 事 務 取 扱 ） 江 部 信 夫 

清 掃 事 業 国 際 協 力 室 長 清 水 英 樹 

施設管理部長   小 林 幹 明 

処理技術担当部長 加 藤 徹 也 

建設部長     髙 垣 克 好 

計画推進担当部長 真 島 建 司 

総務課長     増 谷 尚 余 

経営改革担当課長 稲 井 精 彦 

企 画 室 計 画 担 当 課 長 能 戸  学 

職員課長     山 本 泰 弘 

財政課長     初 瀬  司 

契約管財課長   篠 碕  修 

事業調整課長   鈴 木 和 歌 

清 掃 事 業 国 際 協 力 課 長 松 浦 千 代 子 

管理課長     新 井  進 

運営担当課長   秋 山 兵 吾 

施 設 管 理 部 担 当 課 長 大 谷 友 彦 

技術課長     南  洋 介 

発電計画担当課長 加 藤 重 雄 

施設課長     横 田 幸 利 

延命化担当課長  鈴 木 剛 士 

計画推進課長   武 藏 野 博 信 

推進担当課長   横 石 興 平 

建設課長     井 俣 弘 治 

工場建設担当課長 上 田 和 裕 

工場建設担当課長 佐 々 木  渉 

工場建設担当課長 吉 川 洋 志 
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会計管理者    三 羽 憲 和 

６ 出席議会事務局職員  

事務局長     志 賀 美 知 代 

事務局次長    小 池 浩 三 郎 

書記       佐 藤 雅 展 

同        大 沼 光 輝 

７ 議事日程 

日程第 １ 会期の決定について 

日程第 ２ 議案第４号 東京二十三区清掃一部事務組合個人情報保護法施行

条例 

日程第 ３ 議案第５号 東京二十三区清掃一部事務組合情報公開条例の一部

を改正する条例 

日程第 ４ 議案第６号 東京二十三区清掃一部事務組合常勤副管理者の給料

等に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ５ 議案第７号 東京二十三区清掃一部事務組合会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条

例 

日程第 ６ 議案第８号 東京二十三区清掃一部事務組合職員の退職手当に関

する条例の一部を改正する条例 

日程第 ７ 議案第９号 東京二十三区清掃一部事務組合廃棄物処理条例の一

部を改正する条例 

日程第 ８ 議案第１号 令和４年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計

補正予算(第３号) 

日程第 ９ 議案第10号 北清掃工場建替工事請負契約の締結について 

日程第１０ 議案第２号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計

予算 

日程第１１ 議案第３号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合経費分担

金について 

日程第１２ 報告第１号 専決処分した事件の報告について 

日程第１３ 議員提出議案第１号 東京二十三区清掃一部事務組合議会個人情

報保護条例 
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８ 追加議事日程 

追加日程第 １ 議案第４号 東京二十三区清掃一部事務組合個人情報保護法

施行条例 

追加日程第 ２ 議案第５号 東京二十三区清掃一部事務組合情報公開条例の

一部を改正する条例 

追加日程第 ３ 議案第６号 東京二十三区清掃一部事務組合常勤副管理者の

給料等に関する条例の一部を改正する条例 

追加日程第 ４ 議案第７号 東京二十三区清掃一部事務組合会計年度任用職

員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例 

追加日程第 ５ 議案第８号 東京二十三区清掃一部事務組合職員の退職手当

に関する条例の一部を改正する条例 

追加日程第 ６ 議案第９号 東京二十三区清掃一部事務組合廃棄物処理条例

の一部を改正する条例 

追加日程第 ７ 議案第１号 令和４年度東京二十三区清掃一部事務組合一般

会計補正予算（第３号） 

追加日程第 ８ 議 案 第 １ ０ 号 北清掃工場建替工事請負契約の締結について 

追加日程第 ９ 議案第２号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合一般

会計予算 

追加日程第１０ 議案第３号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合経費

分担金について 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

開 会（午後２時１９分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本多健信議長 ただいまから、令和５年第１回東京二十三区清掃一部事務組合議会

定例会を開会いたします。 

      これより本日の会議を開きます。 

      初めに、会議録署名議員の指名を行います。会議規則第１１２条の規定

に基づき、５番田中としかね議員、６番水島道徳議員を会議録署名議員に

指名いたします。 

      次に、諸般の報告について、事務局長より報告いたします。 

○志賀美知代事務局長 御報告申し上げます。 

      １ 令和５年第１回東京二十三区清掃一部事務組合議会定例会の招集に

ついて 

      ２ 議案の送付について 

      ３ 説明員の出席について 

      以上３件につきましては、お手元に文書の写しを配付しておりますので、

内容の朗読を省略いたします。 

      なお、本日、御出席いただいている議員は１６名でございます。 

○本多健信議長 次に、例月出納検査の結果についての報告が監査委員から提出され

ておりますので、事務局長より報告いたします。 

○志賀美知代事務局長 御報告申し上げます。 

      お手元に令和４年１１月分及び１２月分の例月出納検査結果報告書の写

しをお配りしておりますので、配付をもって報告といたします。  

○本多健信議長 ここで、管理者から発言の申し出がありますので、これを許可いた

します。 

○山﨑孝明管理者 管理者の山﨑でございます。 

      令和５年第１回定例会の開会に当たりまして一言御挨拶を申し上げます。 

      初めに、各議長の皆様方におかれましては、各区議会定例会の会期中で

あるなど、大変御多忙の中、御出席を賜りましたことを心から御礼申し上

げます。また、日頃から一組の運営につきまして御協力を賜っていること

に改めてお礼を申し上げる次第でございます。 

      さて、本日提出いたします議案は、予算案が３件、条例案が６件、契約
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案が１件、報告が１件でございます。 

      令和５年度一般会計予算は歳出の削減に努めるとともに、自主財源の積

極的な確保に取り組み、安全かつ安定的な中間処理を行うため編成してい

るものでございます。予算特別委員会では、予算面から清掃一組の事業を

御審議いただく貴重な機会であると考えております。よろしく御審議賜り

ますようお願い申し上げまして、御挨拶といたします。 

○本多健信議長 管理者の挨拶が終わりました。 

      これより日程に入ります。 

      日程第１を議題といたします。 

〔事務局長朗読〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第 １ 会期の決定について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本多健信議長 会期についてお諮りいたします。 

      今定例会の会期は、会議規則第４条第１項第１号の規定に基づき、本日

２月２７日から３月３日までの５日間といたしたいと思います。これに御

異議ありませんか。 

     〔「異議なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御異議なしと認めます。 

      よって、今定例会の会期は、本日から３月３日までの５日間とすること

に決定いたしました。 

      次に、日程第２から日程第７までを一括議題といたします。 

〔事務局長朗読〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第 ２ 議案第４号 東京二十三区清掃一部事務組合個人情報保護法施行条例 

日程第 ３ 議案第５号 東京二十三区清掃一部事務組合情報公開条例の一部を改正

する条例 

日程第 ４ 議案第６号 東京二十三区清掃一部事務組合常勤副管理者の給料等に関

する条例の一部を改正する条例 

日程第 ５ 議案第７号 東京二十三区清掃一部事務組合会計年度任用職員の給与及

び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ６ 議案第８号 東京二十三区清掃一部事務組合職員の退職手当に関する条
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例の一部を改正する条例 

日程第 ７ 議案第９号 東京二十三区清掃一部事務組合廃棄物処理条例の一部を改

正する条例 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本多健信議長 これらの案について、提案理由の説明を求めます。 

○中尾正巳総務部長 議案第４号から第９号までの６議案について、提案理由及びそ

の内容を一括して御説明申し上げます。 

      初めに、議案第４号、東京二十三区清掃一部事務組合個人情報保護法施

行条例についてでございます。 

      個人情報の保護に関する法律の改正に対応するため、現行の東京二十三

区清掃一部事務組合個人情報の保護に関する条例を廃止し、新たに条例を

制定するものでございます。 

      次に、議案第５号、東京二十三区清掃一部事務組合情報公開条例の一部

を改正する条例でございます。 

      東京二十三区清掃一部事務組合個人情報保護法施行条例の制定に伴い、

情報公開制度において開示する公文書の種類等について規定の整備を行う

ものでございます。 

      次に、議案第６号、東京二十三区清掃一部事務組合常勤副管理者の給料

等に関する条例の一部を改正する条例でございます。 

      関係特別区が組織する他の一部事務組合の常勤副管理者の給料等との均

衡を図るため改正するものでございます。 

      次に、議案第７号、東京二十三区清掃一部事務組合会計年度任用職員の

給料及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例でございます。 

      令和４年特別区人事委員会勧告を踏まえ、会計年度任用職員に関する期

末手当の支給月数を改定するものでございます。 

      次に、議案第８号、東京二十三区清掃一部事務組合職員の退職手当に関

する条例の一部を改正する条例でございます。 

      国家公務員の期間業務職員に係る退職手当の支給要件が緩和されたこと

を踏まえ、フルタイム会計年度任用職員等に支給する退職手当の支給要件

を一部緩和するほか、所要の改正を行うものでございます。 

      次に、議案第９号、東京二十三区清掃一部事務組合廃棄物処理条例の一

部を改正する条例でございます。 
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      運搬施設による収集区域の廃棄物処理手数料が改定されたことに合わせ、

施設を利用するものに係る廃棄物処理手数料を改定するものでございます。 

      以上が提案理由及びその内容でございます。御審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

○本多健信議長 提案理由の説明は終わりました。これらの案については、所管の総

務・事業委員会に付託いたします。 

      次に、日程第８を議題といたします。 

      〔事務局長朗読〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第 ８ 議案第１号 令和４年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計補正予

算（第３号） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本多健信議長 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○中尾正巳総務部長 議案第１号、令和４年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会

計補正予算（第３号）について、提案理由及びその内容を御説明申し上げ

ます。歳入歳出予算の補正につきましては、歳入歳出それぞれ４３億４，

９２３万７，０００円を追加し、補正後の予算額を１，０８１億５，３０

０万円と定め、その款・項の区分ごとの金額について第１表歳入歳出補正

予算のとおり定めるものでございます。 

      次に、組合債の補正につきましては、港清掃工場延命化工事及び大田清

掃工場第一工場再稼働事業に係る組合債の限度額について、第２表、組合

債補正のとおり変更するものでございます。 

      御審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○本多健信議長 提案理由の説明は終わりました。本案については、所管の財務委員

会に付託いたします。 

      次に、日程第９を議題といたします。 

      〔事務局長朗読〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第 ９ 議案第１０号 北清掃工場建替工事請負契約の締結について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本多健信議長 本案について、提案理由の説明を求めます。 
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○中尾正巳総務部長 議案第１０号、北清掃工場建替工事請負契約の締結について、

提案理由及びその内容を御説明申し上げます。 

      こちらは、東京二十三区清掃一部事務組合議会の議決に付すべき契約及

び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に基づき提案するもので

ございます。 

      契約の方法は一般競争入札、契約金額は６０７億５，８５０万円、契約

の相手方は三菱・フジタ特定建設工事共同企業体、代表者神奈川県横浜市

西区みなとみらい四丁目４番２号、三菱重工環境・化学エンジニアリング

株式会社、代表取締役社長菱沼隆之でございます。 

      以上が提案理由及びその内容でございます。御審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

○本多健信議長 提案理由の説明は終わりました。本案については、所管の財務委員

会に付託いたします。 

      次に、日程第１０及び日程第１１を一括議題といたします。 

      〔事務局長朗読〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１０ 議案第２号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計予算 

日程第１１ 議案第３号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合経費分担金につ

いて 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本多健信議長 これらの案について、提案理由の説明を求めます。 

○中尾正巳総務部長 議案第２号及び第３号の２議案につきまして、提案理由及びそ

の内容を一括して御説明申し上げます。 

      初めに、議案第２号、令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会

計予算でございます。 

      歳入歳出予算につきましては、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８５３億

７，０００万円と定め、その款・項の区分ごとの金額について第１表歳入

歳出予算のとおり定めるものでございます。 

      次に、債務負担行為につきまして、地方自治法第２１４条の規定により、

債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額について第

２表、債務負担行為のとおり定めるものでございます。 

      次に、組合債につきまして地方自治法第２３０条第１項の規定により、
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起こすことができる組合債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び

償還の方法について第３表組合債のとおり定めるものでございます。 

      最後に、一時借入金につきましては、地方自治法第２３５条の３第２項

の規定による借入れの最高額を１００億円と定めるものでございます。 

      次に、議案第３号、令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合経費分担

金についてでございます。 

      当組合規約第１６条の規定に基づき提案するもので、分担金総額を４５

０億円と定めるものでございます。 

      以上が提案理由及びその内容でございます。御審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

○本多健信議長 提案理由の説明は終わりました。これらの案については、委員会条

例第２条の２の規定により、全議員をもって構成する予算特別委員会を設

置し、これに付託することといたしたいと思います。 

      これに御異議ありませんか。 

     〔「異議なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御異議なしと認めます。 

      よって、これらの案は、全議員をもって構成する予算特別委員会を設置

し、これに付託することに決定いたしました。 

      次に、日程第１２を議題といたします。 

      〔事務局長朗読〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１２ 報告第１号 専決処分した事件の報告について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本多健信議長 本件について、報告を求めます。 

○中尾正巳総務部長 報告第１号につきまして御報告申し上げます。 

      本件は、目黒清掃工場建替工事請負契約の契約変更に関する専決処分に

ついて、地中で発見されたアスベスト含有スレート材の適正処理のため、

契約金額の変更を行うもので、変更となる金額が契約金額の１００分の１

０以内の増減であり、増にあってはその額が３億円未満のものであるため、

管理者の専決処分事項の指定について第５号の規定に基づき、２月１日付

けで管理者の専決処分を行ったものでございます。 

      報告は以上でございます。 
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○本多健信議長 報告は終わりました。 

      ここで、議事の都合により、あらかじめ会議時間を延長いたします。 

      この際、付託案件の委員会審査のため、会議を暫時休憩いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

休 憩（午後２時３２分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再 開（午後３時２４分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本多健信議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

      ただいま、総務・事業副委員長、財務委員長及び予算特別委員長から各

委員会の審査報告書が提出されました。 

      審査報告書の写しをお配りしておりますので、写しの配付をもって御報

告といたします。 

      この際、日程の追加についてお諮りいたします。 

      お手元に配付いたしました追加議事日程のとおり、議案第４号ほか９件

を本日の日程に追加し、日程の順序を変更して、直ちに議題といたしたい

と思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御異議なしと認め、議案第４号ほか９件を本日の日程に追加し、日

程の順序を変更して直ちに議題とすることに決定いたしました。 

      追加日程第１から追加日程第６までを一括議題といたします。 

〔事務局長朗読〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

追加日程第 １ 議案第４号 東京二十三区清掃一部事務組合個人情報保護法施行条

例 

追加日程第 ２ 議案第５号 東京二十三区清掃一部事務組合情報公開条例の一部を

改正する条例 

追加日程第 ３ 議案第６号 東京二十三区清掃一部事務組合常勤副管理者の給料等

に関する条例の一部を改正する条例 

追加日程第 ４ 議案第７号 東京二十三区清掃一部事務組合会計年度任用職員の給

与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 
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追加日程第 ５ 議案第８号 東京二十三区清掃一部事務組合職員の退職手当に関す

る条例の一部を改正する条例 

追加日程第 ６ 議案第９号 東京二十三区清掃一部事務組合廃棄物処理条例の一部

を改正する条例 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本多健信議長 これらの案につきまして、総務・事業委員会の報告をお願いいたし

ます。 

○下山芳男総務・事業副委員長 総務・事業委員会に付託されました議案第４号から

議案第９号までにつきまして、審査経過及び結果を御報告申し上げます。 

      委員会では理事者より議案の内容について説明を受けた後、審査に入り

ました。 

      審査に当たっては、特に質疑、意見等はなく、採決の結果、委員会は議

案第４号から議案第９号までいずれも全員賛成により、原案どおり可決す

べきものと決定いたしました。 

      これをもって総務・事業委員会の報告を終わります。 

○本多健信議長 ただいまの報告に対し、御質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御質疑がないようですので、質疑を終わります。 

      これより、採決いたします。 

      総務・事業委員会の審査結果は、いずれも原案可決でございます。 

      議案第４号は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御異議なしと認めます。 

      よって、議案第４号は、原案のとおり可決いたしました。 

      次に、議案第５号は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御異議なしと認めます。 

      よって、議案第５号は、原案のとおり可決いたしました。 

      次に、議案第６号は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御異議なしと認めます。 

      よって、議案第６号は、原案のとおり可決いたしました。 
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      次に、議案第７号は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御異議なしと認めます。 

      よって、議案第７号は、原案のとおり可決いたしました。 

      次に、議案第８号は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御異議なしと認めます。 

      よって、議案第８号は、原案のとおり可決いたしました。 

      次に、議案第９号は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御異議なしと認めます。 

      よって、議案第９号は、原案のとおり可決いたしました。 

 次に、追加日程第７及び追加日程第８を一括議題といたします。 

〔事務局長朗読〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

追加日程第 ７ 議案第 １号 令和４年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計

補正予算（第３号） 

追加日程第 ８ 議案第１０号 北清掃工場建替工事請負契約の締結について 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本多健信議長 これらの案につきまして、財務委員会の報告をお願いいたします。 

○工藤哲也財務委員長 財務委員会に付託されました、議案第１号及び議案１０号に

つきまして、審査経過及び結果を御報告申し上げます。 

      委員会では、理事者より議案の内容について説明を受けた後、審査に入

りました。 

      審査に当たっては、特に質疑、意見等はなく、採決の結果、委員会は議

案第１号及び議案第１０号につきましては、全員賛成により原案どおり可

決すべきものと決定いたしました。 

      これをもって財務委員会の報告を終わります。 

○本多健信議長 ただいまの報告に対し、質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御質疑がないようですので、質疑を終わります。 

      これより、採決いたします。 
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      財務委員会の審査結果は、いずれも原案可決でございます。 

      議案第１号は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

     〔「異議なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御異議なしと認めます。 

      よって、議案第１号は、原案のとおり可決いたしました。 

      次に、議案第１０号は、原案のとおり可決することに御異議ありません

か。 

     〔「異議なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御異議なしと認めます。 

      よって、議案第１０号は、原案のとおり可決いたしました。 

      次に、追加日程第９及び追加日程第１０を一括議題といたします。 

〔事務局長朗読〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

追加日程第 ９ 議案第２号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計予

算 

追加日程第１０ 議案第３号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合経費分担金

について 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本多健信議長 これらの案につきましては、全議員で構成する予算特別委員会で審

査しておりますので、委員長の報告は省略いたします。 

      これより、採決いたします。 

      予算特別委員会の審査結果は、いずれも原案可決でございます。 

      初めに、議案第２号は、原案のとおり可決することに御異議ありません

か。 

     〔「異議なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御異議なしと認めます。 

      よって、議案第２号は、原案のとおり可決いたしました。 

      次に、議案第３号は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

     〔「異議なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御異議なしと認めます。 

      よって、議案第３号は、原案のとおり可決いたしました。 

      次に、日程第１３を議題といたします。 
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      〔事務局長朗読〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１３ 議員提出議案第１号 東京二十三区清掃一部事務組合議会個人情報保護

条例 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本多健信議長 本案につきましては、会議規則第３６条第３項の規定に基づき提案

理由の説明及び委員会への付託は省略いたしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

     〔「異議なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御異議なしと認めます。 

      よって、議員提出議案第１号は、提案理由の説明及び委員会への付託は

省略することに決定いたしました。 

      これより、採決いたします。 

      議員提出議案第１号は、原案のとおり可決することに御異議ありません

か。 

     〔「異議なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御異議なしと認めます。 

      よって、議員提出議案第１号は、原案のとおり可決いたしました。 

      以上で、今定例会の日程は、全て終了いたしました。 

      お諮りいたします。 

      会議規則第６条の規定により、本日をもって閉会いたしたいと思います。 

      これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○本多健信議長 御異議なしと認めます。 

      よって、今定例会は、本日をもって閉会することに決定いたしました。 

      ここで、管理者から発言の申し出がありますので、これを許可いたしま

す。 

○山﨑孝明管理者 第１回定例会の閉会に当たりまして、御礼の御挨拶を申し上げま

す。 

      本定例会に提出いたしました議案につきまして、慎重な御審議をいただ

き、いずれも原案どおり御可決を賜り、誠にありがとうございました。 

      本日の御決定に基づき、適正に事業を執行してまいります。質疑を通じ
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まして、情報交換また御審議の過程で頂戴いたしました貴重な御意見をし

っかりと反映させ、９７０万区民の皆様が、衛生的な環境の中で安心して

過ごせますよう、今後も各議長の皆様方の御協力をいただきながら取り組

んでまいります。 

      最後になりますが、御要職にある皆様方におかれましては、どうか健康

に十分留意され、今後のますますの御活躍をお祈り申し上げまして御挨拶

といたします。 

      本日は、ありがとうございました。 

○本多健信議長 管理者の挨拶は終わりました。 

      以上をもちまして、令和５年第１回東京二十三区清掃一部事務組合議会

定例会を閉会いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

閉 会（午後３時３４分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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会議録署名議員 

 

議長  本 多 健 信 

 

 

議員  田 中 と し か ね 

 

 

議員  水 島 道 徳 
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令和５年第１回東京二十三区清掃一部事務組合議会定例会

議 事 日 程

令和５年２月２７日（月） 午後２時１０分 開議

日程第 １  会期の決定について

日程第 ２  議案第 ４号 東京二十三区清掃一部事務組合個人情報保護法施行条例

日程第 ３  議案第 ５号 東京二十三区清掃一部事務組合情報公開条例の一部を改正

する条例

日程第 ４  議案第 ６号 東京二十三区清掃一部事務組合常勤副管理者の給料等に関

する条例の一部を改正する条例

日程第 ５  議案第 ７号 東京二十三区清掃一部事務組合会計年度任用職員の給与及

び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

日程第 ６  議案第 ８号 東京二十三区清掃一部事務組合職員の退職手当に関する条

例の一部を改正する条例

日程第 ７  議案第 ９号 東京二十三区清掃一部事務組合廃棄物処理条例の一部を 

改正する条例

日程第 ８  議案第 １号 令和４年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計補正予

算（第３号）

日程第 ９  議案第１０号 北清掃工場建替工事請負契約の締結について

日程第１０  議案第 ２号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計予算

日程第１１  議案第 ３号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合経費分担金につ

いて

日程第１２  報告第１号  専決処分した事件の報告について

日程第１３  議員提出議案第１号 東京二十三区清掃一部事務組合議会個人情報保護条例
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○写  

４ 清 総 総 第 ６ ３ １ 号

令 和 ５ 年 ２ 月 １ ７ 日

東京二十三区清掃一部事務組合議会 

議 長  本 多 健 信  様 

東京二十三区清掃一部事務組合 

管 理 者   山 﨑  孝 明 

東京二十三区清掃一部事務組合議会定例会の招集について（通知） 

本日、別紙写しのとおり令和５年第１回東京二十三区清掃一部事務組合議会

定例会を招集する告示をしたので通知します。 
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東京二十三区清掃一部事務組合告示第１号 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１０１条第１項の規定に  

より、令和５年第１回東京二十三区清掃一部事務組合議会定例会を次の

とおり招集する。 

 

令和５年２月１７日 

 

東京二十三区清掃一部事務組合 

 管理者 山﨑 孝明  

 

１ 期日 

令和５年２月２７日（月） 
 

２ 場所 

東京区政会館 ２０階 ２０１・２０２・２０３会議室 
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４清総総第 645 号 

令和５年２月１７日 

 

東京二十三区清掃一部事務組合議会 

議長 本多 健信 殿 

 

東京二十三区清掃一部事務組合 

 管理者 山﨑 孝明 

 

 

議案の送付について 

 

 

令和５年第１回東京二十三区清掃一部事務組合議会定例会に提出する議案を、下記のとおり 

送付します。 

 

記 

 

議案第１号 令和４年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計補正予算（第３号） 

議案第２号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計予算 

議案第３号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合経費分担金について 

議案第４号 東京二十三区清掃一部事務組合個人情報保護法施行条例 

議案第５号 東京二十三区清掃一部事務組合情報公開条例の一部を改正する条例 

議案第６号 東京二十三区清掃一部事務組合常勤副管理者の給料等に関する条例の一部を 

改正する条例 

議案第７号 東京二十三区清掃一部事務組合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例 

議案第８号 東京二十三区清掃一部事務組合職員の退職手当に関する条例の一部を改正する 

条例 

議案第９号 東京二十三区清掃一部事務組合廃棄物処理条例の一部を改正する条例 

議案第 10 号  北清掃工場建替工事請負契約の締結について 

報告第１号 専決処分した事件の報告について 
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 ４清総総第６５２号 

令和５年２月１７日 

 

 

東京二十三区清掃一部事務組合議会 

議長 本多 健信  様 

 

 

  東京二十三区清掃一部事務組合      

  管理者 山﨑 孝明    

 

 

説 明 員の 出 席 に つ い て（ 通 知 ） 

 

 令和５年２月１７日付け４清議第２３７号により要求のあった、令和５年第

１回東京二十三区清掃一部事務組合議会定例会における執行機関の出席者を下

記のとおり通知します。 

 

 

記 

（出席者職・氏名） 

 

管 理 者       山 﨑 孝 明 

 

副 管 理 者       深 井 祐 子 

 

監 査 委 員       樋󠄀 口 高 顕 

 

監 査 委 員       本 間 敏 明 

 

総 務 部 長       中 尾 正 巳 

 

総務部調整担当部長       渡 部 洋 一 

 

総 務 部 担 当 部 長       森 田 昌 志 

企画室長事務取扱 

 

総 務 部 担 当 部 長       江 部 信 夫 

監査事務局長事務取扱 
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○写  

 

 

清掃事業国際協力室長       清 水 英 樹 

 

施 設 管 理 部 長       小 林 幹 明 

 

処理技術担当部長     加 藤 徹 也 

 

建 設 部 長       髙 垣 克 好 

 

計画推進担当部長       真 島 建 司 

 

総 務 課 長       増 谷 尚 余 

 

経営改革担当課長        稲 井 精 彦 

 

企画室計画担当課長       能 戸   学 

 

職 員 課 長       山 本 泰 弘 

 

財 政 課 長       初 瀬   司 

 

契 約 管 財 課 長       篠 碕   修 

 

事 業 調 整 課 長       鈴 木 和 歌 

 

清掃事業国際協力課長       松 浦 千 代 子 

 

管 理 課 長       新 井   進 

 

運 営 担 当 課 長       秋 山 兵 吾 

 

施設管理部担当課長       大 谷 友 彦 

 

技 術 課 長       南   洋 介 

 

発電計画担当課長       加 藤 重 雄 

 

施 設 課 長       横 田 幸 利 
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○写  

 

延 命 化 担 当 課 長       鈴 木 剛 士 

 

計 画 推 進 課 長        武 藏 野 博 信 

 

推 進 担 当 課 長           横 石 興 平 

 

建 設 課 長       井 俣 弘 治 

 

工場建設担当課長        上 田 和 裕 

 

工場建設担当課長       佐 々 木 渉 

 

工場建設担当課長       吉 川 洋 志 

 

会 計 管 理 者       三 羽 憲 和 
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東京二十三区清掃一部事務組合

殿

東京二十三区清掃一部事務組合

　　監査委員

　　監査委員

　 　　監査委員

令和４年１１月末現在における例月出納検査の結果報告について

　このことについて、地方自治法第２３５条の２の規定により検査を実施したので、

同条第３項の規定により、その結果に関する下記の報告を提出します。

１　検査実施日

　　令和４年１２月１５日（木）

２　検査の結果

　　今回は、令和４年１１月末日現在における例月出納検査を実施した。

　　出納金については、組合指定金融機関等から提出された諸証書と照合の結果、

　いずれも計数上一致し過誤のないことを確認した。

　　歳入歳出の現計、予算の執行状況及び現金の保管状況は次のとおりである。

歳入歳出現計表 別表１

現金保管状況調書 別表２

歳入調書 別表３

歳出調書 別表４

ゆうき　くみこ

記

　　　（担当者）

　　　　東京二十三区清掃一部事務組合

　　　　監査事務局　大塚

　　　　電話：03（6238）0855

（写）

４ 清 監 第 ５ ３ 号
令 和 ５ 年 １ 月 ５ 日

　議　会　議　長

本　間　敏　明

Ｚ０１０４０２ - 26 -



東京二十三区清掃一部事務組合

別表１ 歳　入　歳　出　現　計　表

令和4年11月末現在   (単位：円)

一 般 会 計 収入済額 支出済額

歳 入 歳 出 予 算 額 　上段　本月分 　上段　本月分 上段　一時借入金 現金現在高
　下段　累　計 　下段　累　計 下段　繰越金 本年度 前年度 本年度 前年度

2,218,164,198 15,668,899,860 0
103,818,963,000 48,281,124,836 44,614,856,524 0 3,666,268,312 46.5 51.9 43.0 43.5

歳入歳出予算外経理に属する現金 130,912,610

基金繰替運用 0

合　　計　　額 3,797,180,922

別表２ 現　金　保　管　状　況　調　書

令和4年11月末現在   (単位：円)
区　　　　分 金　　　　額 区　　　　分 金　　　　額

普 通 預 金 3,796,000,000 当　座　預　金 1,180,922
定 期 預 金 0 現　　　　　金 0
通 知 預 金 0 そ　　の　　他 0
譲 渡 性 預 金 0 合　　　　　計 3,797,180,922

別表３ 歳　　入　　調　　書                                                                                                                                                                                                                                                          

令和4年11月末現在   (単位：円)

　 　 収入済額

一 般 会 計 　上段　予算額 　上段　本月分 上段　還付未済 収入未済額

　下段　調定額 　下段　累　計 下段　不納欠損 本年度 前年度 本年度 前年度

42,000,000,000 118,362,000 0 　
分担金及び負担金 31,499,883,000 24,618,271,000 0 6,881,612,000 58.6 58.7 78.2 78.3

13,022,747,000 1,063,339,014 0 　
使用料及び手数料 8,840,512,464 7,764,594,240 0 1,075,918,224 59.6 55.1 87.8 87.3

8,589,493,000 0 0 　
国 庫 支 出 金 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

10,430,000 1,927,053 0 　
財 産 収 入 17,588,152 14,272,040 0 3,316,112 136.8 107.0 81.1 99.7

1,300,000 0 0
寄 附 金 3,849,000 3,849,000 0 0 296.1 275.4 100.0 100.0

9,371,763,000 0 0
繰 入 金 4,000,000,000 4,000,000,000 0 0 42.7 58.7 100.0 100.0

315,200,000 0 0
繰 越 金 4,741,666,703 4,741,666,703 0 0 999.9 999.9 100.0 100.0

10,321,030,000 1,034,536,131 0
諸 収 入 8,396,582,311 7,138,471,853 0 1,258,110,458 69.2 64.3 85.0 85.1

20,187,000,000 0 0
組 合 債 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

103,818,963,000 2,218,164,198 0
合　　　計 57,500,081,630 48,281,124,836 0 9,218,956,794 46.5 51.9 84.0 85.2

別表４ 歳　　出　　調　　書

　 　 　 支出済額

一 般 会 計 上段　予算額 予算現額 　上段　本月分 予算残額 　

下段　予備費充用 　 　下段　累　計 本年度 前年度 　

9,954,000 146,529
議 会 費 0 9,954,000 4,132,077 5,821,923 41.5 41.7
　 1,248,974,000 126,258,734
総 務 費 0 1,248,974,000 502,306,593 746,667,407 40.2 45.4

87,577,450,000 14,947,188,661
清 掃 費 0 87,577,450,000 35,916,456,928 51,660,993,072 41.0 41.3

10,759,555,000 595,305,936
職 員 費 0 10,759,555,000 6,242,185,682 4,517,369,318 58.0

3,917,525,000 0
公 債 費 0 3,917,525,000 1,949,775,244 1,967,749,756 49.8 51.3

5,505,000 0
諸 支 出 金 0 5,505,000 0 5,505,000 0.0 0.0

300,000,000 0
予 備 費 0 300,000,000 0 300,000,000 0.0 0.0

103,818,963,000 15,668,899,860
合　　　計 0 103,818,963,000 44,614,856,524 59,204,106,476 43.0 43.5

57.7

令和4年11月末現在   (単位：円)

収入率（％） 支出率（％）

　　対予算額

収入率（％）

対予算 対調定

支出率（％）
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東京二十三区清掃一部事務組合

殿

東京二十三区清掃一部事務組合

　　監査委員

　　監査委員

　 　　監査委員

令和４年１２月末現在における例月出納検査の結果報告について

　このことについて、地方自治法第２３５条の２の規定により検査を実施したので、

同条第３項の規定により、その結果に関する下記の報告を提出します。

１　検査実施日

　　令和５年１月１７日（火）

２　検査の結果

　　今回は、令和４年１２月末日現在における例月出納検査を実施した。

　　出納金については、組合指定金融機関等から提出された諸証書と照合の結果、

　いずれも計数上一致し過誤のないことを確認した。

　　歳入歳出の現計、予算の執行状況及び現金の保管状況は次のとおりである。

歳入歳出現計表 別表１

現金保管状況調書 別表２

歳入調書 別表３

歳出調書 別表４

ゆうき　くみこ

記

　　　（担当者）

　　　　東京二十三区清掃一部事務組合

　　　　監査事務局　大塚

　　　　電話：03（6238）0855

（写）

４ 清 監 第 ５ ７ 号
令 和 ５ 年 ２ 月 ９ 日

　議　会　議　長

本　間　敏　明

Ｚ０１０４０２ - 28 -



東京二十三区清掃一部事務組合

別表１ 歳　入　歳　出　現　計　表

令和4年12月末現在   (単位：円)

一 般 会 計 収入済額 支出済額

歳 入 歳 出 予 算 額 　上段　本月分 　上段　本月分 上段　一時借入金 現金現在高
　下段　累　計 　下段　累　計 下段　繰越金 本年度 前年度 本年度 前年度

10,031,649,164 5,861,643,349 0
103,818,963,000 58,312,774,000 50,476,499,873 0 7,836,274,127 56.2 60.8 48.6 49.1

歳入歳出予算外経理に属する現金 166,499,322

基金繰替運用 0

合　　計　　額 8,002,773,449

別表２ 現　金　保　管　状　況　調　書

令和4年12月末現在   (単位：円)
区　　　　分 金　　　　額 区　　　　分 金　　　　額

普 通 預 金 8,001,000,000 当　座　預　金 1,773,449
定 期 預 金 0 現　　　　　金 0
通 知 預 金 0 そ　　の　　他 0
譲 渡 性 預 金 0 合　　　　　計 8,002,773,449

別表３ 歳　　入　　調　　書                                                                                                                                                                                                                                                          

令和4年12月末現在   (単位：円)

　 　 収入済額

一 般 会 計 　上段　予算額 　上段　本月分 上段　還付未済 収入未済額

　下段　調定額 　下段　累　計 下段　不納欠損 本年度 前年度 本年度 前年度

42,000,000,000 6,881,612,000 0 　
分担金及び負担金 34,999,870,000 31,499,883,000 0 3,499,987,000 75.0 75.0 90.0 90.0

13,022,747,000 1,041,472,913 0 　
使用料及び手数料 9,916,115,211 8,806,067,153 0 1,110,048,058 67.6 62.9 88.8 88.3

8,589,493,000 0 0 　
国 庫 支 出 金 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

10,430,000 3,316,112 0 　
財 産 収 入 18,037,897 17,588,152 0 449,745 168.6 107.8 97.5 98.1

1,300,000 0 0
寄 附 金 3,849,000 3,849,000 0 0 296.1 275.4 100.0 100.0

9,371,763,000 0 0
繰 入 金 9,371,763,000 4,000,000,000 0 5,371,763,000 42.7 58.7 42.7 100.0

315,200,000 0 0
繰 越 金 4,741,666,703 4,741,666,703 0 0 999.9 999.9 100.0 100.0

10,321,030,000 2,105,248,139 0
諸 収 入 9,595,391,407 9,243,719,992 0 351,671,415 89.6 75.2 96.3 88.3

20,187,000,000 0 0
組 合 債 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

103,818,963,000 10,031,649,164 0
合　　　計 68,646,693,218 58,312,774,000 0 10,333,919,218 56.2 60.8 84.9 91.6

別表４ 歳　　出　　調　　書

　 　 　 支出済額

一 般 会 計 上段　予算額 予算現額 　上段　本月分 予算残額 　

下段　予備費充用 　 　下段　累　計 本年度 前年度 　

9,954,000 908,664
議 会 費 0 9,954,000 5,040,741 4,913,259 50.6 50.7
　 1,248,974,000 72,053,687
総 務 費 0 1,248,974,000 574,360,280 674,613,720 46.0 48.1

87,577,450,000 4,012,093,750
清 掃 費 0 87,577,450,000 39,928,550,678 47,648,899,322 45.6 45.7

10,759,555,000 1,776,587,248
職 員 費 0 10,759,555,000 8,018,772,930 2,740,782,070 74.5

3,917,525,000 0
公 債 費 0 3,917,525,000 1,949,775,244 1,967,749,756 49.8 51.3

5,505,000 0
諸 支 出 金 0 5,505,000 0 5,505,000 0.0 0.0

300,000,000 0
予 備 費 0 300,000,000 0 300,000,000 0.0 0.0

103,818,963,000 5,861,643,349
合　　　計 0 103,818,963,000 50,476,499,873 53,342,463,127 48.6 49.1

73.8

令和4年12月末現在   (単位：円)

収入率（％） 支出率（％）

　　対予算額

収入率（％）

対予算 対調定

支出率（％）
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令和５年第１回東京二十三区清掃一部事務組合議会定例会

追 加 議 事 日 程 （第１号）

令和５年２月２７日（月） 午後２時１０分 開議

追加日程第１  議案第 ４号 東京二十三区清掃一部事務組合個人情報保護法施行条例

追加日程第２  議案第 ５号 東京二十三区清掃一部事務組合情報公開条例の一部を改

正する条例

追加日程第３  議案第 ６号 東京二十三区清掃一部事務組合常勤副管理者の給料等に

関する条例の一部を改正する条例

追加日程第４  議案第 ７号 東京二十三区清掃一部事務組合会計年度任用職員の給与

及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

追加日程第５  議案第 ８号 東京二十三区清掃一部事務組合職員の退職手当に関する

条例の一部を改正する条例

追加日程第６  議案第 ９号 東京二十三区清掃一部事務組合廃棄物処理条例の一部を

改正する条例 

追加日程第７  議案第 １号 令和４年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計補正

予算（第３号）

追加日程第８  議案第１０号 北清掃工場建替工事請負契約の締結について

追加日程第９  議案第 ２号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計予算

追加日程第１０ 議案第 ３号 令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合経費分担金に

ついて
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○写
令和５年２月２７日

東京二十三区清掃一部事務組合議会

議 長  本多 健信  様 

総務・事業副委員長

  下山 芳男

総 務・事 業 委 員 会 審 査 報 告 書

本委員会に付託の事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則

第７４条の規定により報告します。

記

議案番号 件          名 審査結果

議案第４号 東 京 二 十 三 区 清 掃 一 部 事 務 組 合 個 人 情 報

保護法施行条例

原案可決

議案第５号 東 京 二 十 三 区 清 掃 一 部 事 務 組 合 情 報 公 開

条例の一部を改正する条例

原案可決

議案第６号 東 京 二 十 三 区 清 掃 一 部 事 務 組 合 常 勤 副 管

理 者 の 給 料 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正

する条例

原案可決

議案第７号 東 京 二 十 三 区 清 掃 一 部 事 務 組 合 会 計 年 度

任 用 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条

例の一部を改正する条例

原案可決

議案第８号 東 京 二 十 三 区 清 掃 一 部 事 務 組 合 職 員 の 退

職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条

例

原案可決

議案第９号 東 京 二 十 三 区 清 掃 一 部 事 務 組 合 廃 棄 物 処

理条例の一部を改正する条例

原案可決
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○写
令和５年２月２７日

東京二十三区清掃一部事務組合議会

議 長  本多 健信  様 

財務委員長

工藤 哲也

財 務 委 員 会 審 査 報 告 書

本委員会に付託の事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則

第７４条の規定により報告します。

記

議案番号 件          名 審査結果

議案第 １号 令 和 ４ 年 度 東 京 二 十 三 区 清 掃 一 部 事 務

組合一般会計補正予算（第３号）
原案可決

議案第１０号 北 清 掃 工 場 建 替 工 事 請 負 契 約 の 締 結 に

ついて

原案可決
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○写
令和５年２月２７日

東京二十三区清掃一部事務組合議会

議 長  本多 健信 様 

予算特別委員長

工藤 哲也

予 算 特 別 委 員 会 審 査 報 告 書

本委員会に付託の事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則

第７４条の規定により報告します。

記

議案番号 件          名 審査結果

議案第２号
令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合

一般会計予算
原案可決

議案第３号
令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合

経費分担金について
原案可決
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議案第１号

令和４年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計補正予算（第３号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  令和４年度東京二十三区清掃一部事務組合の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ4,349,237千円を追加し、歳入歳出予算の総額

　を歳入歳出それぞれ108,153,000千円と定める。

２　歳入歳出予算補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

　は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

（組合債の補正）

第２条　組合債の変更は、「第２表組合債補正」による。

令和５年２月２７日提出

    東京二十三区清掃一部事務組合

　　　管理者　 山　﨑 　孝　明
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第１ 補正

 1 7,464 165 7,629使 用 料

 2 13,015,283 △128,510 12,886,773手 数 料

表

　

 3 国 庫 支 出 金 8,5

歳

89,493 12,7

　

49 8,602,24

 

2

入

 1 8,58

（

8,286 12,77

単

8 8,601,064

位

国 庫 補 助

：

金

千

 2 1,20

　

円

7 △29 1,178

）

国 庫 委 託 金

款 項

 4 財 産 収 入 1

補

0,430 10,67

正

9 21,109

前 の

 1 5,505 1,2

額

95 6,800

補

財産運用収入

歳

  

 2 4,925 9

正

,384 14,309

 

財産売払

 

収入

額

 5 寄 附 金

計

1,300 2,549 3,849

 1 1,300 2,549

入

3,849寄 附 金

 7 繰 越 金 300,000 4,426,466 4,726,466

 1 300,000 4,426,466 4,726,466

歳

 

繰 越 金

2

 

使

8 諸 収 入 10,321

用

,030 2,825,

料

139 13,146,

及

169

び

 3 27

手

4,996 185,9

数

91 460,987

料

有価物売払

出

1

収入

3

 4 10,

,

043,335 2,6

0

39,148 12,6

2

82,483

2

雑 入

,

 9 組

7

合 債 20,187,0

4

00 △2,800,0

7

00 17,387,0

予

△

00

1

 1 20,

2

187,000 △2,

8

800,000 17,

,

387,000

3

組 合 債

4

歳

5

入 合 計 103,803

1

,763 4,349,

2

237 108,153

算

,

,000

894,402
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30 △59,376 1

 

,185,154

出

総 務 管 理 費

（単

 2 4,444 △

位

119 4,325

：

監 査 委 員 費

千円

 3 清 掃 費 87,

）

562,250 △1,

款

038,893 86,

項

523,357

補 正

 1 45,649,0

前

23 △629,987

の

45,019,036

額

清 掃 費

補 

 2 41,913

 

,227 △408,9

正

06 41,504,3

 

21施 設

 

整 備 費

額

 4 職 員

計

費 10,759,555 △72,218 10,687,337

 1 10,759,555 △72,218 10,687,337職 員 費

 5 公 債 費 3,917,525 △14,046 3,903,479

 1 3,9

 

17,525 △14,

2

046 3,903,4

総

79公 債

務

費

費

 6 諸 支 出 金

1

5,505 5,533

,

,889 5,539,

2

394

4

 1 5,

8

505 5,533,8

,

89 5,539,39

9

4
財政調

7

整基金

積

4

立 金

△

歳 出 合 計 1

5

03,803,763

9

4,349,237 1

,

08,153,000

495 1,189,479

　歳

 1 1,244,5
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 第２表　組合債補正

（単位：千円）

区 分 限 度 額 利  率 償 還 の 方 法

大田清掃工場第一工場
再稼働事業

補正前 3,087,000

補正後 843,000

　証書借入、または証券発
行の方法により起債する。
証券発行の場合における発
行価格は額面100円につき
98円以上とする。
　なお、証券発行の場合に
おいて発行価格が額面価格
を下回るときは、それぞれ
の発行価格差減額を埋める
ために必要な金額を左欄の
限度額に加算した金額を限
度額とする。
　金融の事情その他の都合
により、起債額の全部また
は一部を翌年度に繰延起債
することもある。

補正前

補正後

2,917,000

起 債 の 方 法起 債 の 目 的

　起債のとき
より据置期間
を含め20年以
内に償還する。
　ただし、融
資条件または
財政の都合に
より、償還年
限を短縮し繰
上償還するこ
ともある。

港清掃工場延命化事業

　　変　更

年5.0％
以内...

…

2,361,000
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議案第２号

　令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合の一般会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ85,370,000千円と定める。

２　歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。

（債務負担行為）

第２条　地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間

（組合債）

第３条　地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる組合債の起債の目的、限

（一時借入金）

第４条　地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

令和５年２月２７日提出

    東京二十三区清掃一部事務組合

　　　管理者　　山　﨑　孝　明

令和５年度東京二十三区清掃一部事務組合一般会計予算

　及び限度額は、「第２表債務負担行為」による。

　度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表組合債」による。

　10,000,000千円と定める。
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第１

28,925

 1 使 用 料 12,982

 2 手 数 料 13,715,943

 3 国 庫 支 出 金 2,154,480

 1

　

国 庫 補 助 金 2,153

歳

,224

 

　

2 国 庫 委 託 金 1,25

表
 

6

 4 財 産

入
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（

 1 財 産 運 用 収

単
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位
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：
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千

5 寄 附 金 1,300

円
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）
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款
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項

000
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金
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0

 1 繰 越
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額

 8 諸 収 入 13,778,511

 1 延 滞 金 、 加 算 金 及 び 過 料 1,66

歳

0

 2 預 金

 

利 子 116

1

 3 有 価 物 売 払 収 入 4

分
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担

 4 雑 入 13,31

金
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及
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び
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負
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担
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歳　

入

金

 　　　　　入 　　

4
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5
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,

000

000,00

歳

0
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出
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予

0

 2 使 用

算

料 及 び 手 数 料 13,7
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 2 監 査 委 員 費

出

4,514

（

 3 清 掃 費 68,49

単

0,077

位

 1 清 掃 費 50,57

：
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千

 2 施 設 整 備 費 17,

円
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）
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款
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項
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金
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 1 公 債 費 4,45
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額

 6 諸 支 出 金 6,676

 1 財 政 調 整 基 金 積 立 金 6,676

 7 予 備 費 300,000

 

 1 予 備 費 3

1

00,000

議

歳　 　　　　　出

会

 　　　　　　合　 

費

　　　　　計 85,3

1

70,000

2,602

 1 議 会 費 12,602

 2 総 務 費 1,
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 第２表　債務負担行為

限 度 額

3,950,000

599,269

128,463

85,554

73,603

破砕ごみ処理施設整備事業
（解体工事）

1,772,100

39,490

46,997,951

65,771

32,899

23,100

13,400

10,513

269,071

258,148

29,696

15,992

事 項 期 間

江戸川清掃工場建設事業
（建替工事）

令和６年度　～　令和９年度

千歳清掃工場延命化事業
（電気設備更新工事）

令和６年度

千歳清掃工場延命化事業
（空気調和機更新工事）

令和６年度

千歳清掃工場延命化事業
（エレベータ改修工事）

令和６年度

千歳清掃工場延命化事業
（ごみバンカゲート更新工事）

令和６年度

令和６年度

破砕ごみ処理施設整備事業
（解体工事監理業務委託）

令和６年度

中防不燃・粗大ごみ処理施設整備事業
（整備工事）

令和６年度　～　令和９年度

中央清掃工場整備事業
（灰処理設備整備工事）

令和６年度

中央清掃工場整備事業
（ｐＨ計等更新工事）

令和６年度

中央清掃工場整備事業
（ＰＬＣ更新工事）

令和６年度

中央清掃工場整備事業
（汚泥脱水機整備工事）

令和６年度

中央清掃工場整備事業
（非常用発電設備整備工事）

令和６年度

港清掃工場整備事業
（火格子整備工事）

令和６年度

港清掃工場整備事業
（誘引ファン整備工事）

令和６年度

港清掃工場整備事業
（焼却炉本体設備整備工事）

令和６年度

港清掃工場整備事業
（自動同期投入装置整備工事）

令和６年度
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限 度 額

31,830

18,694

16,527

32,734

32,752

169,675

116,699

240,152

121,693

25,390

1,115,609

900,900

180,334

99,706

712,052

18,042

20,072

58,217,881

品川清掃工場整備事業
（蒸気タービン起動盤整備工事）

令和６年度

（単位：千円）

事 項 期 間

品川清掃工場整備事業
（電話交換設備更新工事）

令和６年度

千歳清掃工場整備事業
（プラットホーム出口ゲート改修工事）

令和６年度

渋谷清掃工場整備事業
（ｐＨ計等更新工事）

令和６年度

豊島清掃工場整備事業
（ｐＨ計等更新工事）

令和６年度

板橋清掃工場整備事業
（プラント低圧動力制御盤整備工事）

令和６年度

板橋清掃工場整備事業
（ＰＬＣ整備工事）

令和６年度

新江東清掃工場整備事業
（ごみクレーン給電ケーブル更新工事）

令和６年度

新江東清掃工場整備事業
（エレベータ更新工事）

令和６年度

新江東清掃工場整備事業
（プラント用直流電源装置整備工事）

令和６年度

有明清掃工場整備事業
（管路収集プラント制御用電算システム整備工事）

令和６年度　～　令和７年度

有明清掃工場整備事業
（蒸気タービン発電機更新工事）

令和６年度　～　令和７年度

有明清掃工場整備事業
（インバータ整備工事）

令和６年度

足立清掃工場整備事業
（排ガス分析計更新工事）

令和６年度

葛飾清掃工場整備事業
（プラント制御用電算システム整備工事）

令和６年度　～　令和７年度

粗大ごみ破砕処理施設整備事業
（粗大破砕ごみ運搬用コンテナの購入）

令和６年度

品川清掃作業所整備事業
（電気設備補修工事）

令和６年度

計
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 第３表　組合債

（単位：千円）

限　度　額 起債の方法 利 率 償還の方法

江戸川清掃工場建設事業 1,529,000

北清掃工場建設事業 3,699,000

5,228,000

起 債 の 目 的

　証書借入、または
証券発行の方法によ
り起債する。証券発
行の場合における発
行価格は額面100円
につき98円以上とす
る。
　なお、証券発行の
場合において発行価
格が額面価格を下回
るときは、それぞれ
の発行価格差減額を
埋めるために必要な
金額を左欄の限度額
に加算した金額を限
度額とする。
　金融の事情その他
の都合により、起債
額の全部または一部
を翌年度に繰延起債
することもある。

年5.0％
以内...

　起債のとき
より据置期間
を含め20年以
内に償還する。
　ただし、融
資条件または
財政の都合に
より、償還年
限を短縮し繰
上償還するこ
ともある。

計
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議

案

第

三

号

令

和

五

年

度

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

経

費

分

担

金

に

つ

い

て

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

令

和

五

年

二

月

二

十

七

日

提

出

者

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

管

理

者

山

﨑

孝

明

令

和

五

年

度

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

経

費

分

担

金

に

つ

い

て

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

規

約

(

平

成

十

二

年

二

月

二

十

一

日

東

京

都

知

事

許

可

)

第

十

六

条

の

規

定

に

基

づ

き

、

令

和

五

年

度

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

経

費

分

担

金

額

を

次

の

と

お

り

定

め

る

。

一

分

担

金

総

額

金

四

百

五

十

億

円

二

各

区

の

分

担

金

額

(1)

分

担

金

の

算

定

各

区

の

分

担

金

額

は

、

区

収

集

ご

み

量

相

当

分

と

持

込

ご

み

量

相

当

分

と

の

合

計

額

と

し

、

次

に

よ

り

算

出

す

る

。

ア

令

和

五

年

度

当

初

予

算

の

特

別

区

分

担

金

と

持

込

手

数

料

と

の

合

計

額

を

令

和

三

年

度

に

お

け

る

二

十

三

区

全

体

の

区

収

集

ご

み

量

と

持

込

ご

み

量

の

割

合

で

按

分

す

る

。

イ

ア

で

按

分

算

出

し

た

区

収

集

ご

み

量

相

当

額

に

つ

い

て

は

、

令

和

三

年

度

に

お

け

る

二

十

三

区

全

体

の

区

収

集

ご

み

量

の

中

で

、

区

別

の

区

収

集

ご

み

量

が

占

め

る

割

合

(

以

下

「

区

収

ご

み

量

割

」

と

い

う

。

)

で

按

分

し

、

各

区

の

区

収

集

ご

み

量

相

当

分

の

分

担

金
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を

算

出

す

る

。

ウ

ア

で

按

分

算

出

し

た

持

込

ご

み

量

相

当

額

に

つ

い

て

は

、

令

和

五

年

度

当

初

予

算

と

し

て

の

持

込

手

数

料

額

を

控

除

し

た

上

で

、

令

和

三

年

度

に

お

け

る

二

十

三

区

全

体

の

持

込

ご

み

量

の

中

で

、

区

別

の

持

込

ご

み

量

が

占

め

る

割

合

(

以

下

「

持

込

ご

み

量

割

」

と

い

う

。

)

で

按

分

し

、

各

区

の

持

込

ご

み

量

相

当

分

の

分

担

金

を

算

出

す

る

。

エ

イ

及

び

ウ

に

よ

り

算

出

し

た

金

額

の

合

計

額

を

各

区

の

分

担

金

額

と

す

る

。

(2)

ご

み

量

(1)

ア

及

び

イ

で

用

い

る

ご

み

量

は

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

管

理

者

の

定

め

た

数

値

を

、

(1)

ウ

で

用

い

る

ご

み

量

は

特

別

区

長

会

の

定

め

た

数

値

を

用

い

る

も

の

と

す

る

。

(3)

端

数

処

理

(1)

の

区

収

ご

み

量

割

及

び

持

込

ご

み

量

割

に

よ

る

按

分

に

当

た

っ

て

は

、

小

数

点

第

六

位

以

下

を

四

捨

五

入

す

る

。

ま

た

、

各

区

の

区

収

集

ご

み

量

相

当

分

及

び

持

込

ご

み

量

相

当

分

の

分

担

金

算

定

に

当

た

っ

て

は

、

五

百

円

未

満

の

端

数

が

あ

る

と

き

は

そ

の

端

数

を

切

り

捨

て

、

五

百

円

以

上

千

円

未

満

の

端

数

が

あ

る

と

き

は

そ

の

端

数

金

額

を

千

円

と

し

て

計

算

す

る

も

の

と

す

る

。

た

だ

し

、

端

数

処

理

を

行

っ

た

後

の

各

区

の

分

担

金

額

の

合

計

額

が

分

担

金

総

額

と

相

違

す

る

場

合

に

は

必

要

な

調

整

を

行

う

。

三

納

付

額

各

区

の

納

付

額

は

、

次

の

(1)

に

掲

げ

る

額

と

(2)

に

掲

げ

る

額

の

合

計

に

、

(3)

に

掲

げ

る

調

整

額

を

加

算

し

、

又

は

減

額

し

て

得

た

額

と

す

る

。

(1)

前

号

に

よ

り

算

定

し

た

額

(2)

令

和

三

年

度

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

経

費

分

担

金

に

つ

い

て

(

令

和

三

年

二

月

二

十

六

日

議

決

)

第

六

号

に

よ

り

調

整

す

る

額

(3)

特

別

区

長

会

が

定

め

た

清

掃

負

担

の

公

平

に

よ

る

各

区

の

負

担

調

整

額

四

納

付

方

法

(1)

各

区

は

、

前

号

に

定

め

る

額

を

月

ご

と

に

分

割

し

て

納

付

す

る

も

の

と

す

る

。

(2)

各

月

分

の

納

付

期

限

は

、

当

該

月

の

二

十

五

日

と

す

る

。

た

だ

し

、

令

和

五

年

十

二

月

分
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に

つ

い

て

は

、

十

二

月

二

十

二

日

と

す

る

。

五

各

月

分

の

納

付

額

(1)

令

和

五

年

四

月

か

ら

令

和

六

年

二

月

ま

で

の

当

該

区

に

係

る

各

月

分

の

納

付

額

は

、

第

三

号

(1)

に

掲

げ

る

額

と

同

号

(2)

に

掲

げ

る

額

の

合

計

額

を

十

二

で

除

し

て

得

た

額

及

び

同

号

(3)

に

掲

げ

る

額

を

十

二

で

除

し

て

得

た

額

(

そ

れ

ぞ

れ

千

円

未

満

の

端

数

が

あ

る

と

き

は

、

そ

の

端

数

を

切

り

捨

て

た

額

)

の

合

計

額

と

す

る

。

(2)

令

和

六

年

三

月

分

の

当

該

区

に

係

る

納

付

額

は

、

当

該

区

の

納

付

額

か

ら

、

令

和

五

年

四

月

か

ら

令

和

六

年

二

月

ま

で

の

各

月

分

の

納

付

額

の

合

計

額

を

差

し

引

い

た

額

と

す

る

。

六

清

算

令

和

七

年

度

に

お

け

る

各

区

の

納

付

額

の

算

定

に

当

た

っ

て

は

、

第

二

号

に

よ

り

算

定

し

た

額

と

、

次

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

事

項

に

係

る

規

定

中

同

表

の

中

欄

に

掲

げ

る

字

句

を

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

字

句

に

読

み

替

え

た

値

を

も

っ

て

算

定

し

た

額

と

の

差

額

を

調

整

す

る

。

持

込

手

数

料

令

和

五

年

度

当

初

予

算

令

和

五

年

度

決

算

ご

み

量

令

和

三

年

度

令

和

五

年

度

(

提

案

理

由

)

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

規

約

第

十

六

条

の

規

定

に

基

づ

き

、

令

和

五

年

度

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

経

費

分

担

金

を

定

め

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

本

案

を

提

出

し

ま

す

。
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議

案

第

四

号

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

個

人

情

報

保

護

法

施

行

条

例

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

令

和

五

年

二

月

二

十

七

日

提

出

者

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

管

理

者

山

﨑

孝

明

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

個

人

情

報

保

護

法

施

行

条

例

(

趣

旨

)

第

一

条

こ

の

条

例

は

、

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

法

律

(

平

成

十

五

年

法

律

第

五

十

七

号

。

以

下

「

法

」

と

い

う

。

)

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

(

用

語

)

第

二

条

こ

の

条

例

で

使

用

す

る

用

語

は

、

法

及

び

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

法

律

施

行

令

(

平

成

十

五

年

政

令

第

五

百

七

号

)

で

使

用

す

る

用

語

の

例

に

よ

る

。

(

個

人

情

報

を

取

り

扱

う

事

務

の

届

出

等

)

第

三

条

実

施

機

関

(

管

理

者

及

び

監

査

委

員

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

)

は

、

個

人

情

報

を

取

り

扱

う

事

務

に

つ

い

て

、

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

規

則

(

以

下

「

組

合

規

則

」

と

い

う

。

)

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

管

理

者

に

届

け

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

個

人

情

報

を

取

り

扱

う

事

務

の

名

称

二

個

人

情

報

を

取

り

扱

う

組

織

の

名

称
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三

個

人

情

報

を

取

り

扱

う

事

務

の

目

的

四

個

人

情

報

の

記

録

項

目

五

個

人

情

報

の

対

象

者

の

範

囲

六

個

人

情

報

の

収

集

方

法

七

法

第

六

十

九

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

利

用

目

的

以

外

の

目

的

の

た

め

に

保

有

個

人

情

報

を

自

ら

利

用

し

、

又

は

提

供

す

る

と

き

は

そ

の

旨

八

前

各

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

組

合

規

則

で

定

め

る

事

項

２

前

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

は

、

実

施

機

関

の

職

員

、

職

員

で

あ

っ

た

者

又

は

こ

れ

ら

に

準

ず

る

者

に

係

る

事

務

に

つ

い

て

は

、

適

用

し

な

い

。

３

実

施

機

関

は

、

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

届

け

出

た

事

項

を

変

更

し

、

又

は

廃

止

し

た

と

き

は

、

速

や

か

に

そ

の

旨

を

管

理

者

に

届

け

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

４

管

理

者

は

、

第

一

項

及

び

前

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

を

受

け

た

と

き

は

、

そ

の

旨

を

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

個

人

情

報

保

護

審

議

会

に

報

告

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

５

管

理

者

は

、

第

一

項

及

び

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

に

係

る

事

項

に

つ

い

て

、

帳

簿

を

作

成

し

、

一

般

の

閲

覧

に

供

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

安

全

管

理

体

制

)

第

四

条

実

施

機

関

は

、

法

第

六

十

六

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

保

有

個

人

情

報

の

安

全

管

理

の

た

め

に

必

要

か

つ

適

切

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

不

開

示

情

報

)

第

五

条

法

第

七

十

八

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

て

適

用

す

る

同

条

第

一

項

の

開

示

す

る

こ

と

と

さ

れ

て

い

る

情

報

と

し

て

条

例

で

定

め

る

も

の

は

、

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

情

報

公

開

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

三

号

)

第

七

条

第

二

号

ハ

に

掲

げ

る

情

報

と

す

る

。

(

請

求

書

等

の

記

載

事

項

)

第

六

条

開

示

請

求

書

、

訂

正

請

求

書

及

び

利

用

停

止

請

求

書

に

は

、

そ

れ

ぞ

れ

法

第

七

十

七

条

第
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一

項

各

号

、

法

第

九

十

一

条

第

一

項

各

号

及

び

法

第

九

十

九

条

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

事

項

の

ほ

か

、

組

合

規

則

で

定

め

る

事

項

を

記

載

す

る

も

の

と

す

る

。

(
開

示

請

求

に

係

る

手

数

料

)

第

七

条

法

第

八

十

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

保

有

個

人

情

報

の

開

示

を

写

し

の

交

付

の

方

法

に

よ

り

行

う

と

き

は

、

別

表

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

開

示

手

数

料

を

徴

収

す

る

。

(

審

議

会

)

第

八

条

こ

の

条

例

に

よ

る

個

人

情

報

保

護

制

度

の

適

正

か

つ

円

滑

な

運

営

を

図

る

た

め

、

管

理

者

の

附

属

機

関

と

し

て

、

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

個

人

情

報

保

護

審

議

会

(

以

下

「

審

議

会

」

と

い

う

。

)

を

置

く

。

２

審

議

会

は

、

管

理

者

が

委

嘱

す

る

委

員

五

人

以

内

を

も

っ

て

組

織

す

る

。

３

委

員

の

任

期

は

二

年

と

し

、

委

員

が

欠

け

た

場

合

に

お

け

る

後

任

の

委

員

の

任

期

は

、

前

任

者

の

残

任

期

間

と

す

る

。

た

だ

し

、

再

任

を

妨

げ

な

い

。

４

実

施

機

関

は

、

次

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合

に

お

い

て

、

個

人

情

報

の

適

正

な

取

扱

い

を

確

保

す

る

た

め

専

門

的

な

知

見

に

基

づ

く

意

見

を

聴

く

こ

と

が

特

に

必

要

で

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

審

議

会

に

諮

問

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

一

こ

の

条

例

を

改

正

し

、

又

は

廃

止

し

よ

う

と

す

る

場

合

二

法

第

六

十

六

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

講

ず

る

措

置

の

基

準

を

定

め

よ

う

と

す

る

場

合

５

審

議

会

は

、

審

議

の

た

め

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

実

施

機

関

の

職

員

、

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

議

会

(

以

下

「

議

会

」

と

い

う

。

)

の

事

務

局

の

職

員

そ

の

他

関

係

者

の

出

席

を

求

め

て

意

見

若

し

く

は

説

明

を

聴

き

、

又

は

必

要

な

調

査

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

６

審

議

会

の

委

員

は

、

職

務

上

知

り

得

た

秘

密

を

漏

ら

し

て

は

な

ら

な

い

。

そ

の

職

を

退

い

た

後

も

同

様

と

す

る

。

７

前

各

項

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

審

議

会

の

組

織

及

び

運

営

に

関

し

て

必

要

な

事

項

は

、

組

合

規

則

で

定

め

る

。
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(

審

議

会

の

所

掌

事

項

)
第

九

条

審

議

会

の

所

掌

事

項

は

次

の

と

お

り

と

す

る

。

一

前

条

第

四

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

実

施

機

関

か

ら

諮

問

の

あ

っ

た

事

項

に

つ

い

て

審

議

し

、

答

申

す

る

こ

と

。

二

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

議

会

個

人

情

報

保

護

条

例

(

令

和

五

年

条

例

第

号

。

以

下

「

議

会

個

人

情

報

保

護

条

例

」

と

い

う

。

)

第

五

十

一

条

の

規

定

に

基

づ

き

、

議

会

議

長

か

ら

諮

問

の

あ

っ

た

事

項

に

つ

い

て

審

議

し

、

答

申

す

る

こ

と

。

三

第

三

条

第

四

項

及

び

議

会

個

人

情

報

保

護

条

例

第

八

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

報

告

を

受

け

る

こ

と

。

(

運

用

状

況

の

公

表

)

第

十

条

管

理

者

は

、

毎

年

度

、

各

実

施

機

関

の

個

人

情

報

保

護

制

度

の

運

用

状

況

を

取

り

ま

と

め

、

公

表

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。
(

委

任

)

第

十

一

条

こ

の

条

例

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

組

合

規

則

で

定

め

る

。

附

則

(

施

行

期

日

)

１

こ

の

条

例

は

、

令

和

五

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

(

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

条

例

の

廃

止

)

２

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

四

号

。

以

下

「

旧

条

例

」

と

い

う

。

)

は

廃

止

す

る

。

(

経

過

措

置

)

３

次

に

掲

げ

る

者

に

係

る

旧

条

例

第

三

条

第

二

項

又

は

第

十

一

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

職

務

上

又

は

そ

の

事

務

に

関

し

て

知

り

得

た

旧

条

例

第

二

条

第

二

号

に

規

定

す

る

個

人

情

報

(

以

下

「

旧

個

人

情

報

」

と

い

う

。

)

を

み

だ

り

に

他

人

に

知

ら

せ

、

又

は

不

当

な

目

的

に

使

用

し

て

は

な

ら
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な

い

義

務

に

つ

い

て

は

、

こ

の

条

例

の

施

行

後

も

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

一

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

現

に

旧

条

例

第

二

条

第

一

号

に

規

定

す

る

実

施

機

関

(

以

下

「

旧

実

施

機

関

」

と

い

う

。

)

の

職

員

で

あ

る

者

又

は

こ

の

条

例

の

施

行

前

に

お

い

て

旧

実

施

機

関

の

職

員

で

あ

っ

た

者

の

う

ち

、

こ

の

条

例

の

施

行

前

に

お

い

て

旧

個

人

情

報

の

取

扱

い

に

従

事

し

て

い

た

者

二

こ

の

条

例

の

施

行

前

に

お

い

て

旧

実

施

機

関

か

ら

旧

個

人

情

報

の

取

扱

い

の

委

託

を

受

け

た

事

務

に

従

事

し

て

い

た

者

４

こ

の

条

例

の

施

行

前

に

旧

条

例

第

十

五

条

か

ら

第

十

八

条

ま

で

の

規

定

に

よ

る

請

求

が

さ

れ

た

場

合

に

お

け

る

旧

条

例

に

規

定

す

る

保

有

個

人

情

報

の

開

示

、

訂

正

、

削

除

及

び

目

的

外

利

用

等

の

中

止

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

５

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

現

に

旧

条

例

第

三

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

設

置

さ

れ

た

同

条

第

二

項

に

規

定

す

る

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

個

人

情

報

保

護

審

議

会

(

以

下

「

旧

審

議

会

」

と

い

う

。

)

の

委

員

で

あ

る

者

又

は

こ

の

条

例

の

施

行

前

に

お

い

て

旧

審

議

会

の

委

員

で

あ

っ

た

者

に

係

る

同

条

第

五

項

の

規

定

に

よ

る

職

務

上

知

り

得

た

秘

密

を

漏

ら

し

て

は

な

ら

な

い

義

務

に

つ

い

て

は

、

こ

の

条

例

の

施

行

後

も

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

６

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

現

に

旧

審

議

会

の

委

員

で

あ

る

者

は

、

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

に

第

八

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

審

議

会

の

委

員

に

委

嘱

さ

れ

た

も

の

と

み

な

す

。

７

旧

条

例

第

三

十

四

条

の

規

定

に

よ

る

個

人

情

報

保

護

制

度

の

運

用

状

況

の

公

表

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

８

次

に

掲

げ

る

者

が

、

正

当

な

理

由

が

な

い

の

に

、

こ

の

条

例

の

施

行

前

に

お

い

て

旧

実

施

機

関

が

保

有

し

て

い

た

個

人

の

秘

密

に

属

す

る

事

項

が

記

録

さ

れ

た

旧

条

例

第

二

条

第

四

号

に

規

定

す

る

保

有

個

人

情

報

の

う

ち

旧

条

例

第

二

条

第

六

号

に

規

定

す

る

電

子

計

算

組

織

を

用

い

て

検

索

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

体

系

的

に

構

成

し

た

も

の

(
そ

の

全

部

又

は

一

部

を

複

製

し

、

又

は

加

工

し

た

も

の

を

含

む

。

)

を

こ

の

条

例

の

施

行

後

に

提

供

し

た

と

き

は

、

二

年

以

下

の

懲

役

又

は
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百

万

円

以

下

の

罰

金

に

処

す

る

。

一

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

現

に

旧

実

施

機

関

の

職

員

で

あ

る

者

又

は

こ

の

条

例

の

施

行

前

に

お

い

て

旧

実

施

機

関

の

職

員

で

あ

っ

た

者

二

附

則

第

三

項

第

二

号

に

掲

げ

る

者

９

前

項

各

号

に

掲

げ

る

者

が

、

そ

の

事

務

に

関

し

て

知

り

得

た

こ

の

条

例

の

施

行

前

に

お

い

て

旧

実

施

機

関

が

保

有

し

て

い

た

旧

条

例

第

二

条

第

四

号

に

規

定

す

る

保

有

個

人

情

報

を

こ

の

条

例

の

施

行

後

に

自

己

若

し

く

は

第

三

者

の

不

正

な

利

益

を

図

る

目

的

で

提

供

し

、

又

は

盗

用

し

た

と

き

は

、

一

年

以

下

の

懲

役

又

は

五

十

万

円

以

下

の

罰

金

に

処

す

る

。

１０

こ

の

条

例

の

施

行

前

に

し

た

行

為

及

び

こ

の

附

則

の

規

定

に

よ

り

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

こ

と

と

さ

れ

る

場

合

に

お

け

る

こ

の

条

例

の

施

行

後

に

し

た

行

為

に

対

す

る

罰

則

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

(

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

行

政

不

服

審

査

会

条

例

の

一

部

改

正

)

１１

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

行

政

不

服

審

査

会

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

五

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

一

条

中

「

及

び

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

四

号

。

以

下

「

個

人

情

報

保

護

条

例

」

と

い

う

。

)

第

二

十

七

条

の

二

」

を

「

、

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

法

律

(

平

成

十

五

年

法

律

第

五

十

七

号

。

以

下

「

個

人

情

報

保

護

法

」

と

い

う

。

)

第

百

五

条

第

三

項

に

お

い

て

準

用

す

る

同

条

第

一

項

及

び

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

議

会

個

人

情

報

保

護

条

例

(

令

和

五

年

条

例

第

号

)

第

四

十

六

条

第

一

項

」

に

改

め

、

「

以

下

「

法

」

と

い

う

。

)

」

の

下

に

「

の

規

定

に

よ

り

そ

の

権

限

に

属

さ

せ

ら

れ

た

事

項

を

処

理

す

る

た

め

、

法

」

を

加

え

る

。

第

三

条

第

一

項

中

「

及

び

個

人

情

報

保

護

条

例

第

二

条

第

一

号

」

を

削

り

、

「

情

報

公

開

条

例

第

十

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

開

示

決

定

等

又

は

個

人

情

報

保

護

条

例

第

二

十

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

開

示

請

求

、

訂

正

請

求

、

削

除

請

求

若

し

く

は

目

的

外

利

用

等

の

中

止

請

求

に

対

す

る

決
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定

」

を

「

情

報

公

開

条

例

、

個

人

情

報

保

護

法

又

は

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

議

会

個

人

情

報

保

護

条

例

に

規

定

す

る

処

分

又

は

請

求

に

係

る

不

作

為

」

に

改

め

る

。

(
東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

議

会

等

の

聴

聞

等

に

出

頭

し

た

者

並

び

に

公

聴

会

に

参

加

し

た

者

の

実

費

弁

償

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

)

１２

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

議

会

等

の

聴

聞

等

に

出

頭

し

た

者

並

び

に

公

聴

会

に

参

加

し

た

者

の

実

費

弁

償

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

二

十

七

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

題

名

中

「

並

び

に

」

を

「

及

び

」

に

改

め

る

。

第

二

条

第

三

号

中

「

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

四

号
)

第

三

十

条

第

四

項

」

を

「

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

個

人

情

報

保

護

法

施

行

条

例

(
令

和

五

年

条

例

第

号

)

第

八

条

第

五

項

」

に

改

め

る

。

別

表

(

第

七

条

関

係

)

公

文

書

の

種

類

開

示

の

方

法

金

額

徴

収

時

期

文

書

、

図

画

及

写

し

の

交

付

(
黒

用

紙

一

枚

に

つ

き

二

十

円

写

し

の

交

付

の

と

き

。

び

写

真

の

単

色

刷

り

)

写

し

の

交

付

(

多

用

紙

一

枚

に

つ

き

百

円

写

し

の

交

付

の

と

き

。

色

刷

り

)

電

磁

的

記

録

そ

写

し

の

交

付

(

黒

用

紙

一

枚

に

つ

き

二

十

円

写

し

の

交

付

の

と

き

。

の

他

公

文

書

の

単

色

刷

り

)
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写

し

の

交

付

(

多

用

紙

一

枚

に

つ

き

百

円

写

し

の

交

付

の

と

き

。

色

刷

り

)

写

し

の

交

付

光

デ

ィ

ス

ク

一

枚

に

つ

き

写

し

の

交

付

の

と

き

。

組

合

規

則

で

定

め

る

額

備

考一

用

紙

の

両

面

に

印

刷

さ

れ

た

文

書

、

図

画

及

び

写

真

に

つ

い

て

は

、

片

面

を

一

枚

と

し

て

算

定

す

る

。

二

公

文

書

の

写

し

(

電

磁

的

記

録

そ

の

他

公

文

書

の

場

合

に

お

い

て

は

、

用

紙

に

出

力

し

た

も

の

)

を

交

付

す

る

場

合

は

、

原

則

と

し

て

日

本

産

業

規

格

Ａ

列

三

番

ま

で

の

用

紙

を

用

い

る

も

の

と

す

る

が

、

こ

れ

を

超

え

る

規

格

の

用

紙

を

用

い

る

と

き

の

写

し

の

枚

数

は

、

日

本

産

業

規

格

Ａ

列

三

番

に

よ

る

用

紙

を

用

い

た

場

合

の

枚

数

に

換

算

し

て

算

定

す

る

。

三

電

磁

的

記

録

そ

の

他

公

文

書

の

写

し

の

交

付

に

お

い

て

こ

の

表

に

掲

げ

る

開

示

の

方

法

及

び

金

額

に

よ

り

が

た

い

場

合

は

、

組

合

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

開

示

手

数

料

を

徴

収

す

る

。

(

提

案

理

由

)

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

法

律

(

平

成

十

五

年

法

律

第

五

十

七

号

)

の

改

正

に

対

応

す

る

た

め

、

現

行

の

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

四

号

)

を

廃

止

し

、

新

た

に

条

例

を

制

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

本

案

を

提

出

し

ま

す

。
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議

案

第

五

号

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

情

報

公

開

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

令

和

五

年

二

月

二

十

七

日

提

出

者

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

管

理

者

山

﨑

孝

明

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

情

報

公

開

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

情

報

公

開

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

三

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

七

条

か

ら

第

十

条

ま

で

の

規

定

中

「

非

開

示

情

報

」

を

「

不

開

示

情

報

」

に

改

め

る

。

第

十

六

条

第

一

項

中

「

、

フ

ィ

ル

ム

に

つ

い

て

は

視

聴

又

は

写

し

の

交

付

に

よ

り

」

を

削

り

、

「

電

磁

的

記

録

」

の

下

に

「

そ

の

他

公

文

書

」

を

加

え

る

。

第

二

十

五

条

中

「

毎

年

一

回

」

を

「

毎

年

度

、
」

に

改

め

る

。

別

表

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

別

表

(

第

十

七

条

関

係

)

公

文

書

の

種

類

開

示

の

方

法

徴

収

時

期

文

書

、

図

画

及

閲

覧

用

紙

一

枚

に

つ

き

十

円
(

一

件

名

に

つ

閲

覧

の

と

き

。

金

額
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び

写

真

き

百

円

を

限

度

と

す

る

。

)

写

し

の

交

付

用

紙

一

枚

に

つ

き

十

円

(

一

件

名

に

つ

写

し

の

交

付

の

(

黒

の

単

色

き

百

円

を

限

度

と

す

る

。

)

に

写

し

一

と

き

。

刷

り

)

枚

に

つ

き

二

十

円

を

加

え

て

得

た

額

写

し

の

交

付

用

紙

一

枚

に

つ

き

十

円

(

一

件

名

に

つ

写

し

の

交

付

の

(

多

色

刷

り

)

き

百

円

を

限

度

と

す

る

。

)

に

写

し

一

と

き

。

枚

に

つ

き

百

円

を

加

え

て

得

た

額

電

磁

的

記

録

そ

視

聴

一

件

名

に

つ

き

百

円

(

一

記

録

媒

体

に

視

聴

の

と

き

。

の

他

公

文

書

つ

き

三

百

円

を

限

度

と

す

る

。

)

閲

覧

用

紙

一

枚

に

つ

き

十

円

(

一

件

名

に

つ

閲

覧

の

と

き

。

き

百

円

を

限

度

と

す

る

。

)

写

し

の

交

付

用

紙

一

枚

に

つ

き

十

円

(

一

件

名

に

つ

写

し

の

交

付

の

(

黒

の

単

色

き

百

円

を

限

度

と

す

る

。

)

に

写

し

一

と

き

。

刷

り

)

枚

に

つ

き

二

十

円

を

加

え

て

得

た

額

写

し

の

交

付

用

紙

一

枚

に

つ

き

十

円

(

一

件

名

に

つ

写

し

の

交

付

の

(

多

色

刷

り

)

き

百

円

を

限

度

と

す

る

。

)
 

に

写

し

一

と

き

。

枚

に

つ

き

百

円

を

加

え

て

得

た

額

(
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写

し

の

交

付

一

件

名

に

つ

き

百

円

(

一

記

録

媒

体

に

写

し

の

交

付

の

つ

き

三

百

円

を

限

度

と

す

る

。

)

に

光

と

き

。

デ

ィ

ス

ク

一

枚

に

つ

き

組

合

規

則

で

定

め

る

額

を

加

え

て

得

た

額

備

考一

用

紙

の

両

面

に

印

刷

さ

れ

た

文

書

、

図

画

及

び

写

真

に

つ

い

て

は

、

片

面

を

一

枚

と

し

て

算

定

す

る

。

二

公

文

書

の

写

し
(

電

磁

的

記

録

そ

の

他

公

文

書

の

場

合

に

お

い

て

は

、

用

紙

に

出

力

し

た

も

の

)

を

交

付

す

る

場

合

は

、

原

則

と

し

て

日

本

産

業

規

格

Ａ

列

三

番

ま

で

の

用

紙

を

用

い

る

も

の

と

す

る

が

、

こ

れ

を

超

え

る

規

格

の

用

紙

を

用

い

る

と

き

の

写

し

の

枚

数

は

、

日

本

産

業

規

格

Ａ

列

三

番

に

よ

る

用

紙

を

用

い

た

場

合

の

枚

数

に

換

算

し

て

算

定

す

る

。

三

一

件

名

と

は

、

事

案

決

定

手

続

等

を

一

に

す

る

も

の

を

い

う

。

第

八

条

の

規

定

に

よ

る

公

文

書

の

一

部

開

示

の

場

合

に

お

い

て

も

、

同

様

と

す

る

。

四

閲

覧

又

は

視

聴

に

引

き

続

い

て

、

当

該

閲

覧

又

は

視

聴

に

係

る

公

文

書

の

写

し

(

電

磁

的

記

録

そ

の

他

公

文

書

に

お

い

て

は

用

紙

に

出

力

し

た

も

の

又

は

光

デ

ィ

ス

ク

に

複

写

し

た

も

の

)

を

交

付

す

る

場

合

の

手

数

料

は

、

写

し

の

交

付

の

場

合

の

開

示

手

数

料

に

よ

る

も

の

と

す

る

。

た

だ

し

、

電

磁

的

記

録

そ

の

他

公

文

書

の

視

聴

に

引

き

続

き

、

当

該

情

報

を

用

紙

に

出

力

し

た

も

の

を

交

付

す

る

場

合

は

、

一

件

名

に

つ

き

百

円

(

一

記

録

媒

体

に

つ

き

三

百

円

を

限

度

と

す

る

。

)

に

写

し

一

枚

に

つ

き

二

十

円

を

加

え

て

得

た

額

を

徴

収

す

る

。

ま

た

、

電

磁

的

記

録

そ

の

他

公

文

書

を

用

紙

に

出

力

し

た

も

の

の

閲

覧

に

引

き

続

き

、

当

該

情

報

を

光

デ

ィ

ス

ク

に

複

写

し

た

も

の

を

交

付

す

る

場

合

は

、

用

紙

一

枚

に

つ

き

十

円

(

一

件

名

に

つ

き

百

円

を

限

度

と

す

る

。

)

に

光

デ

ィ

ス

ク

一

枚

に

つ

き

組

合

規

則

で

定

め

る

額

を

加

え

て

得

た

額

を

徴

収

す

る

。

五

電

磁

的

記

録

そ

の

他

公

文

書

の

視

聴

、

閲

覧

及

び

写

し

の

交

付

に

お

い

て

こ

の

表

に

掲

げ

る
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開

示

の

方

法

及

び

金

額

に

よ

り

が

た

い

場

合

は

、

組

合

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

開

示

手

数

料

を

徴

収

す

る

。

附

則

こ

の

条

例

は

、

令

和

五

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

(

提

案

理

由

)

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

個

人

情

報

保

護

法

施

行

条

例

(

令

和

五

年

条

例

第

号

)

の

制

定

に

伴

い

、

情

報

公

開

制

度

に

お

い

て

開

示

す

る

公

文

書

の

種

類

等

に

つ

い

て

、

規

定

の

整

備

を

行

う

必

要

が

あ

る

た

め

、

本

案

を

提

出

し

ま

す

。
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議

案

第

六

号

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

常

勤

副

管

理

者

の

給

料

等

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

令

和

五

年

二

月

二

十

七

日

提

出

者

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

管

理

者

山

﨑

孝

明

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

常

勤

副

管

理

者

の

給

料

等

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

常

勤

副

管

理

者

の

給

料

等

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

二

十

八

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

四

条

第

三

項

中

「

三

月

に

支

給

す

る

場

合

に

お

い

て

は

百

分

の

三

十

、

六

月

に

支

給

す

る

場

合

に

お

い

て

は

百

分

の

百

六

十

」

を

「

六

月

に

支

給

す

る

場

合

に

お

い

て

は

百

分

の

百

八

十

」

に

、

「

百

分

の

百

六

十

五

」

を

「

百

分

の

百

八

十

三

」

に

改

め

る

。

附

則

こ

の

条

例

は

、

令

和

五

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

(

提

案

理

由

)

関

係

特

別

区

が

組

織

す

る

他

の

一

部

事

務

組

合

の

常

勤

副

管

理

者

の

給

料

等

と

の

均

衡

を

図

る

た
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め

、

本

案

を

提

出

し

ま

す

。
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議

案

第

七

号

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

令

和

五

年

二

月

二

十

七

日

提

出

者

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

管

理

者

山

﨑

孝

明

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

(

令

和

元

年

条

例

第

二

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

七

条

第

一

項

中

「

、

三

月

一

日

」

を

削

り

、

同

条

第

二

項

中

「

、

三

月

に

支

給

す

る

場

合

に

お

い

て

は

百

分

の

二

十

五

、

六

月

に

支

給

す

る

場

合

に

お

い

て

は

百

分

の

百

五

、

十

二

月

に

支

給

す

る

場

合

に

お

い

て

は

百

分

の

百

十

」

を

「

百

分

の

百

二

十

」

に

改

め

る

。

第

三

十

一

条

第

二

項

中

「

、

三

月

に

支

給

す

る

場

合

に

お

い

て

は

百

分

の

二

十

五

、

六

月

に

支

給

す

る

場

合

に

お

い

て

は

百

分

の

百

五

、

十

二

月

に

支

給

す

る

場

合

に

お

い

て

は

百

分

の

百

十

」

を

「

百

分

の

百

二

十

」

に

改

め

る

。

附

則

こ

の

条

例

は

、

令

和

五

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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(
提

案

理

由

)
令

和

四

年

特

別

区

人

事

委

員

会

勧

告

等

を

踏

ま

え

、

会

計

年

度

任

用

職

員

に

係

る

期

末

手

当

の

支

給

月

数

を

改

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

本

案

を

提

出

し

ま

す

。
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議

案

第

八

号

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

令

和

五

年

二

月

二

十

七

日

提

出

者

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

管

理

者

山

﨑

孝

明

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

第

一

条

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

三

十

二

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

二

条

第

二

項

中

「

と

い

う

。

)

」

の

下

に

「

そ

の

他

の

規

程

」

を

加

え

、

「

以

下

同

じ

」

を

「

)

の

数

(

以

下

「

勤

務

日

数

」

と

い

う

」

に

改

め

、

「

十

八

日

」

の

下

に

「

(

一

箇

月

間

の

日

数

(

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

十

九

号

。

以

下

「

勤

務

時

間

条

例

」

と

い

う

。

)

第

十

九

条

第

一

項

の

規

定

そ

の

他

の

規

程

に

よ

る

週

休

日

等

(

勤

務

時

間

条

例

第

四

条

及

び

第

五

条

の

規

定

に

よ

る

週

休

日

、

勤

務

時

間

条

例

第

十

一

条

及

び

第

十

二

条

の

規

定

に

よ

る

休

日

並

び

に

勤

務

時

間

条

例

第

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

指

定

さ

れ

た

代

休

日

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

)

に

相

当

す

る

日

は

、

算

入

し

な

い

。

)

が

二

十

日

に

満

た

な

い

日

数

の

場

合

に

あ

っ

て

は

、

十

八

日

か

ら

二

十

日

と

当

該

二
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十

日

に

満

た

な

い

日

数

と

の

差

に

相

当

す

る

日

数

を

減

じ

た

日

数

。

以

下

「

職

員

み

な

し

日

数

」

と

い

う

。

)

」

を

加

え

る

。

第

三

条

第

二

項

中

「

(

常

時

勤

務

を

要

す

る

職

員

に

つ

い

て

定

め

ら

れ

て

い

る

勤

務

時

間

以

上

勤

務

し

た

日

に

限

る

。

次

項

に

お

い

て

同

じ

。

)

」

を

削

り

、

「

十

八

日

」

を

「

職

員

み

な

し

日

数

」

に

改

め

、

同

条

第

三

項

中

「

十

八

日

」

を

「

職

員

み

な

し

日

数

」

に

改

め

る

。

第

十

二

条

の

二

第

四

項

中

「

第

一

号

か

ら

第

七

号

ま

で

に

掲

げ

る

期

間

の

あ

る

月

に

あ

っ

て

は

現

実

に

職

務

に

従

事

す

る

こ

と

を

要

す

る

日

の

あ

っ

た

月

を

除

き

、

第

八

号

に

掲

げ

る

期

間

の

あ

る

月

に

あ

っ

て

は

育

児

短

時

間

勤

務

等

(

地

方

公

務

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

法

律

(

平

成

三

年

法

律

第

百

十

号

)

そ

の

他

の

法

律

の

規

定

に

よ

る

育

児

短

時

間

勤

務

及

び

育

児

短

時

間

勤

務

の

例

に

よ

る

短

時

間

勤

務

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

)

の

期

間

以

外

の

期

間

に

お

け

る

現

実

に

職

務

に

従

事

す

る

こ

と

を

要

す

る

日

」

を

「

現

実

に

職

務

に

従

事

す

る

こ

と

を

要

す

る

日

(

次

に

掲

げ

る

期

間

(

無

罪

の

判

決

が

確

定

し

た

場

合

に

お

け

る

第

二

号

に

掲

げ

る

期

間

を

除

く

。

)

以

外

の

期

間

に

お

け

る

週

休

日

等

及

び

勤

務

時

間

条

例

第

十

九

条

第

一

項

の

規

定

そ

の

他

の

規

程

に

よ

る

週

休

日

等

に

相

当

す

る

日

以

外

の

日

を

い

う

。

)

」

に

改

め

、

同

項

第

七

号

中

「

関

す

る

法

律

」

の

下

に

「

(

平

成

三

年

法

律

第

百

十

号
)

」

を

加

え

、

同

項

第

八

号

中

「

育

児

短

時

間

勤

務

等

」

の

下

に

「

(

地

方

公

務

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

法

律

そ

の

他

の

法

律

の

規

定

に

よ

る

育

児

短

時

間

勤

務

及

び

育

児

短

時

間

勤

務

の

例

に

よ

る

短

時

間

勤

務

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

)

」

を

加

え

る

。

第

十

三

条

第

二

項

中

「

常

時

勤

務

を

要

す

る

職

員

に

つ

い

て

定

め

ら

れ

て

い

る

勤

務

時

間

以

上

勤

務

し

た

日

」

を

「

勤

務

日

数

」

に

、

「

十

八

日

」

を

「

職

員

み

な

し

日

数

」

に

改

め

る

。

第

十

五

条

第

二

項

中

「

常

時

勤

務

を

要

す

る

職

員

に

つ

い

て

定

め

ら

れ

て

い

る

勤

務

時

間

以

上

勤

務

し

た

日

」

を

「

勤

務

日

数

」

に

、

「

十

八

日

」

を

「

職

員

み

な

し

日

数

」

に

改

め

る

。

第

二

条

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

二

条

の

二

第

四

項

中

第

八

号

を

第

十

号

と

し

、

第

五

号

か

ら

第

七

号

ま

で

を

二

号

ず

つ

繰
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り

下

げ

、

第

四

号

の

次

に

次

の

二

号

を

加

え

る

。

五

高

齢

者

部

分

休

業

(

地

方

公

務

員

法

第

二

十

六

条

の

三

の

規

定

に

よ

る

高

齢

者

部

分

休

業

及

び

そ

の

他

の

規

程

に

よ

る

こ

れ

に

相

当

す

る

休

業

を

い

う

。

)

の

期

間

六

自

己

啓

発

等

休

業

(

地

方

公

務

員

法

そ

の

他

の

法

律

の

規

定

に

よ

る

自

己

啓

発

等

休

業

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

)

の

期

間

附

則

(

施

行

期

日

)

１

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

二

条

の

規

定

は

、

令

和

五

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

(

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

の

一

部

改

正

)

２

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

(

令

和

四

年

条

例

第

十

四

号
)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

第

十

二

条

の

二

第

四

項

の

改

正

規

定

を

削

る

。

(

提

案

理

由

)

国

家

公

務

員

の

期

間

業

務

職

員

に

係

る

退

職

手

当

の

支

給

要

件

が

緩

和

さ

れ

た

こ

と

を

踏

ま

え

、

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

等

に

支

給

す

る

退

職

手

当

の

支

給

要

件

を

一

部

緩

和

す

る

ほ

か

、

所

要

の

改

正

を

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

本

案

を

提

出

し

ま

す

。
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議

案

第

九

号

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

廃

棄

物

処

理

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

令

和

五

年

二

月

二

十

七

日

提

出

者

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

管

理

者

山

﨑

孝

明

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

廃

棄

物

処

理

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

廃

棄

物

処

理

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

四

十

三

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

表

三

の

項

及

び

四

の

項

中

「

四

十

円

」

を

「

四

十

六

円

」

に

改

め

る

。

附

則

こ

の

条

例

は

、

令

和

五

年

十

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

(

提

案

理

由

)

運

搬

施

設

に

よ

る

収

集

区

域

の

廃

棄

物

処

理

手

数

料

が

改

定

さ

れ

た

こ

と

に

合

わ

せ

、

当

該

施

設

を

利

用

す

る

者

の

廃

棄

物

処

理

手

数

料

の

改

定

が

必

要

な

た

め

、

本

案

を

提

出

し

ま

す

。
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議

案

第

十

号

北

清

掃

工

場

建

替

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

い

て

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

令

和

五

年

二

月

二

十

七

日

提

出

者

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

管

理

者

山

﨑

孝

明

北

清

掃

工

場

建

替

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

い

て

次

の

と

お

り

北

清

掃

工

場

建

替

工

事

請

負

契

約

を

締

結

す

る

。

一

契

約

の

目

的

北

清

掃

工

場

建

替

工

事

の

請

負

二

契

約

の

方

法

一

般

競

争

入

札

三

契

約

金

額

六

百

七

億

五

千

八

百

五

十

万

円

四

契

約

の

相

手

方

三

菱

・

フ

ジ

タ

特

定

建

設

工

事

共

同

企

業

体

代

表

者

神

奈

川

県

横

浜

市

西

区

み

な

と

み

ら

い

四

丁

目

四

番

二

号

三

菱

重

工

環

境

・

化

学

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

株

式

会

社

代

表

取

締

役

社

長

菱

沼

隆

之

五

工

期

契

約

確

定

の

日

か

ら

令

和

十

二

年

二

月

二

十

八

日

ま

で

(

提

案

理

由

)
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東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

議

会

の

議

決

に

付

す

べ

き

契

約

及

び

財

産

の

取

得

又

は

処

分

に

関

す

る

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

三

十

八

号

)

第

二

条

の

規

定

に

よ

り

、

本

案

を

提

出

し

ま

す

。
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報

告

第

一

号

専

決

処

分

し

た

事

件

の

報

告

に

つ

い

て

地

方

自

治

法

(

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

)

第

百

八

十

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

議

決

を

得

た

契

約

の

変

更

に

つ

い

て

、

別

紙

調

書

の

と

お

り

専

決

処

分

し

た

の

で

、

同

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

報

告

す

る

。

令

和

五

年

二

月

二

十

七

日

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

管

理

者

山

﨑

孝

明
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議決を得た契約の契約変更調書 

1 契 約 件 名 目黒清掃工場建替工事 

2 契約の相手方 ＪＦＥエンジ・清水建設特定建設工事共同企業体 

           代表者 

神奈川県横浜市鶴見区末広町二丁目 1番地 

ＪＦＥエンジニアリング株式会社  

代表取締役社長 大下 元 

代理人 

           神奈川県横浜市鶴見区末広町二丁目 1 番地 

ＪＦＥエンジニアリング株式会社 

代表取締役社長 大下 元 

3 当初契約年月日 平成 29年 6月 27 日 

4 専決処分年月日 令和 5年 2 月 1 日 

5 契約変更年月日 令和 5 年 2月 7 日 

6 工 期 平成 29 年 6 月 27 日から令和 5 年 3 月 15 日まで（変更なし） 

7 変 更 理 由 地中で発見されたアスベスト含有スレート材の適正処理が必要となったことから、契約金額の変更を行うため。 

変更前契約金額 変更後契約金額 変更増減額 増減率 

54,549,918,800 円 54,554,164,800 円 4,246,000 円 0.01％ 

- 71 -



1 

議

員

提

出

議

案

第

一

号

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

議

会

個

人

情

報

保

護

条

例

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

令

和

五

年

二

月

二

十

七

日

提

出

者

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

議

会

議

員

宮

澤

宏

行

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

議

会

議

員

山

本

香

代

子

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

議

会

議

員

桑

原

よ

う

へ

い

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

議

会

議

員

名

取

ひ

で

あ

き

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

議

会

議

員

木

下

広

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

議

会

個

人

情

報

保

護

条

例

目

次第

一

章

総

則

(

第

一

条

�

第

三

条

)

第

二

章

個

人

情

報

等

の

取

扱

い

(

第

四

条

�

第

十

七

条

)

第

三

章

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

(

第

十

八

条

)

第

四

章

開

示

、

訂

正

及

び

利

用

停

止

第

一

節

開

示

(

第

十

九

条

�

第

三

十

一

条

)

第

二

節

訂

正

(

第

三

十

二

条

�

第

三

十

八

条

)

第

三

節

利

用

停

止

(

第

三

十

九

条

�

第

四

十

四

条

)

- 72 -



2 

第

四

節

審

査

請

求

(

第

四

十

五

条

�

第

四

十

七

条

)

第

五

章

雑

則

(

第

四

十

八

条

�

第

五

十

三

条

)
第

六

章

罰

則

(

第

五

十

四

条

�

第

五

十

八

条

)

附

則

第

一

章

総

則

(

目

的

)

第

一

条

こ

の

条

例

は

、

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

議

会

(

以

下

「

議

会

」

と

い

う

。

)

に

お

け

る

個

人

情

報

の

適

正

な

取

扱

い

に

関

し

必

要

な

事

項

を

定

め

る

と

と

も

に

、

議

会

が

保

有

す

る

個

人

情

報

の

開

示

、

訂

正

及

び

利

用

停

止

を

求

め

る

個

人

の

権

利

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

に

よ

り

、

議

会

の

事

務

の

適

正

か

つ

円

滑

な

運

営

を

図

り

つ

つ

、

個

人

の

権

利

利

益

を

保

護

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。

(

定

義

)

第

二

条

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

個

人

情

報

」

と

は

、

生

存

す

る

個

人

に

関

す

る

情

報

で

あ

っ

て

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

も

の

を

い

う

。

一

当

該

情

報

に

含

ま

れ

る

氏

名

、

生

年

月

日

そ

の

他

の

記

述

等

(

文

書

、

図

画

若

し

く

は

電

磁

的

記

録

(

電

磁

的

方

式

(

電

子

的

方

式

、

磁

気

的

方

式

そ

の

他

人

の

知

覚

に

よ

っ

て

は

認

識

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

方

式

を

い

う

。

次

項

第

二

号

に

お

い

て

同

じ

。

)

で

作

ら

れ

る

記

録

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

)

に

記

載

さ

れ

、

若

し

く

は

記

録

さ

れ

、

又

は

音

声

、

動

作

そ

の

他

の

方

法

を

用

い

て

表

さ

れ

た

一

切

の

事

項

(

個

人

識

別

符

号

を

除

く

。

)

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

)

に

よ

り

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

こ

と

が

で

き

る

も

の

(

他

の

情

報

と

容

易

に

照

合

す

る

こ

と

が

で

き

、

そ

れ

に

よ

り

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

こ

と

が

で

き

る

こ

と

と

な

る

も

の

を

含

む

。

)

二

個

人

識

別

符

号

が

含

ま

れ

る

も

の

２

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

個

人

識

別

符

号

」

と

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

文

字

、

番

号

、

記

号

そ

の

他

の

符

号

の

う

ち

、

議

長

が

定

め

る

も

の

を

い

う

。
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一

特

定

の

個

人

の

身

体

の

一

部

の

特

徴

を

電

子

計

算

機

の

用

に

供

す

る

た

め

に

変

換

し

た

文

字

、

番

号

、

記

号

そ

の

他

の

符

号

で

あ

っ

て

、

当

該

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

こ

と

が

で

き

る

も

の

二

個

人

に

提

供

さ

れ

る

役

務

の

利

用

若

し

く

は

個

人

に

販

売

さ

れ

る

商

品

の

購

入

に

関

し

割

り

当

て

ら

れ

、

又

は

個

人

に

発

行

さ

れ

る

カ

ー

ド

そ

の

他

の

書

類

に

記

載

さ

れ

、

若

し

く

は

電

磁

的

方

式

に

よ

り

記

録

さ

れ

た

文

字

、

番

号

、

記

号

そ

の

他

の

符

号

で

あ

っ

て

、

そ

の

利

用

者

若

し

く

は

購

入

者

又

は

発

行

を

受

け

る

者

ご

と

に

異

な

る

も

の

と

な

る

よ

う

に

割

り

当

て

ら

れ

、

又

は

記

載

さ

れ

、

若

し

く

は

記

録

さ

れ

る

こ

と

に

よ

り

、

特

定

の

利

用

者

若

し

く

は

購

入

者

又

は

発

行

を

受

け

る

者

を

識

別

す

る

こ

と

が

で

き

る

も

の

３

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

要

配

慮

個

人

情

報

」

と

は

、

本

人

の

人

種

、

信

条

、

社

会

的

身

分

、

病

歴

、

犯

罪

の

経

歴

、

犯

罪

に

よ

り

害

を

被

っ

た

事

実

そ

の

他

本

人

に

対

す

る

不

当

な

差

別

、

偏

見

そ

の

他

の

不

利

益

が

生

じ

な

い

よ

う

に

そ

の

取

扱

い

に

特

に

配

慮

を

要

す

る

も

の

と

し

て

議

長

が

定

め

る

記

述

等

が

含

ま

れ

る

個

人

情

報

を

い

う

。

４

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

保

有

個

人

情

報

」

と

は

、

議

会

の

事

務

局

の

職

員

(

以

下

こ

の

章

か

ら

第

三

章

ま

で

及

び

第

六

章

に

お

い

て

「

職

員

」

と

い

う

。

)

が

職

務

上

作

成

し

、

又

は

取

得

し

た

個

人

情

報

で

あ

っ

て

、

職

員

が

組

織

的

に

利

用

す

る

も

の

と

し

て

、

議

会

が

保

有

し

て

い

る

も

の

を

い

う

。

た

だ

し

、

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

情

報

公

開

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

三

号

。

以

下

「

情

報

公

開

条

例

」

と

い

う

。

)

第

二

条

第

二

項

に

規

定

す

る

公

文

書

(

以

下

「

公

文

書

」

と

い

う

。

)

に

記

録

さ

れ

て

い

る

も

の

に

限

る

。

５

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

」

と

は

、

保

有

個

人

情

報

を

含

む

情

報

の

集

合

物

で

あ

っ

て

、

次

に

掲

げ

る

も

の

を

い

う

。

一

一

定

の

事

務

の

目

的

を

達

成

す

る

た

め

に

特

定

の

保

有

個

人

情

報

を

電

子

計

算

機

を

用

い

て

検

索

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

体

系

的

に

構

成

し

た

も

の

二

前

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

一

定

の

事

務

の

目

的

を

達

成

す

る

た

め

に

氏

名

、

生

年

月

日

そ

の

他

の

記

述

等

に

よ

り

特

定

の

保

有

個

人

情

報

を

容

易

に

検

索

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に
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体

系

的

に

構

成

し

た

も

の

６

こ

の

条

例

に

お

い

て

個

人

情

報

に

つ

い

て

「

本

人

」

と

は

、

個

人

情

報

に

よ

っ

て

識

別

さ

れ

る

特

定

の

個

人

を

い

う

。

７

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

仮

名

加

工

情

報

」

と

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

個

人

情

報

の

区

分

に

応

じ

て

当

該

各

号

に

定

め

る

措

置

を

講

じ

て

他

の

情

報

と

照

合

し

な

い

限

り

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

よ

う

に

個

人

情

報

を

加

工

し

て

得

ら

れ

る

個

人

に

関

す

る

情

報

を

い

う

。

一

第

一

項

第

一

号

に

該

当

す

る

個

人

情

報

当

該

個

人

情

報

に

含

ま

れ

る

記

述

等

の

一

部

を

削

除

す

る

こ

と

(

当

該

一

部

の

記

述

等

を

復

元

す

る

こ

と

の

で

き

る

規

則

性

を

有

し

な

い

方

法

に

よ

り

他

の

記

述

等

に

置

き

換

え

る

こ

と

を

含

む

。

)

。

二

第

一

項

第

二

号

に

該

当

す

る

個

人

情

報

当

該

個

人

情

報

に

含

ま

れ

る

個

人

識

別

符

号

の

全

部

を

削

除

す

る

こ

と

(

当

該

個

人

識

別

符

号

を

復

元

す

る

こ

と

の

で

き

る

規

則

性

を

有

し

な

い

方

法

に

よ

り

他

の

記

述

等

に

置

き

換

え

る

こ

と

を

含

む

。

)

。

８

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

匿

名

加

工

情

報

」

と

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

個

人

情

報

の

区

分

に

応

じ

て

当

該

各

号

に

定

め

る

措

置

を

講

じ

て

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

よ

う

に

個

人

情

報

を

加

工

し

て

得

ら

れ

る

個

人

に

関

す

る

情

報

で

あ

っ

て

、

当

該

個

人

情

報

を

復

元

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

よ

う

に

し

た

も

の

を

い

う

。

一

第

一

項

第

一

号

に

該

当

す

る

個

人

情

報

当

該

個

人

情

報

に

含

ま

れ

る

記

述

等

の

一

部

を

削

除

す

る

こ

と

(

当

該

一

部

の

記

述

等

を

復

元

す

る

こ

と

の

で

き

る

規

則

性

を

有

し

な

い

方

法

に

よ

り

他

の

記

述

等

に

置

き

換

え

る

こ

と

を

含

む

。

)

。

二

第

一

項

第

二

号

に

該

当

す

る

個

人

情

報

当

該

個

人

情

報

に

含

ま

れ

る

個

人

識

別

符

号

の

全

部

を

削

除

す

る

こ

と

(

当

該

個

人

識

別

符

号

を

復

元

す

る

こ

と

の

で

き

る

規

則

性

を

有

し

な

い

方

法

に

よ

り

他

の

記

述

等

に

置

き

換

え

る

こ

と

を

含

む

。

)

。

９

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

個

人

関

連

情

報

」

と

は

、

生

存

す

る

個

人

に

関

す

る

情

報

で

あ

っ

て

、

個

人

情

報

、

仮

名

加

工

情

報

及

び

匿

名

加

工

情

報

の

い

ず

れ

に

も

該

当

し

な

い

も

の

を

い

う

。
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１０

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

特

定

個

人

情

報

」

と

は

、

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

(

平

成

二

十

五

年

法

律

第

二

十

七

号

。

以

下

「

番

号

利

用

法

」

と

い

う

。

)

第

二

条

第

八

項

に

規

定

す

る

特

定

個

人

情

報

を

い

う

。

１１

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

保

有

特

定

個

人

情

報

」

と

は

、

職

員

が

職

務

上

作

成

し

、

又

は

取

得

し

た

特

定

個

人

情

報

で

あ

っ

て

、

職

員

が

組

織

的

に

利

用

す

る

も

の

と

し

て

、

議

会

が

保

有

し

て

い

る

も

の

を

い

う

。

た

だ

し

、

公

文

書

に

記

録

さ

れ

て

い

る

も

の

に

限

る

。

１２

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

独

立

行

政

法

人

等

」

と

は

、

独

立

行

政

法

人

通

則

法

(

平

成

十

一

年

法

律

第

百

三

号

)
第

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

独

立

行

政

法

人

及

び

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

法

律

(

平

成

十

五

年

法

律

第

五

十

七

号

。

以

下

「

法

」

と

い

う

。

)

別

表

第

一

に

掲

げ

る

法

人

を

い

う

。

１３

こ

の

条

例

に

お

い

て

「

地

方

独

立

行

政

法

人

」

と

は

、

地

方

独

立

行

政

法

人

法

(

平

成

十

五

年

法

律

第

百

十

八

号

)

第

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

地

方

独

立

行

政

法

人

を

い

う

。

(

議

会

の

責

務

)

第

三

条

議

会

は

、

そ

の

保

有

す

る

個

人

情

報

の

適

正

な

取

扱

い

が

確

保

さ

れ

る

よ

う

必

要

な

措

置

を

講

ず

る

も

の

と

す

る

。

第

二

章

個

人

情

報

等

の

取

扱

い

(

個

人

情

報

の

保

有

の

制

限

等

)

第

四

条

議

会

は

、

個

人

情

報

を

保

有

す

る

に

当

た

っ

て

は

、

法

令

(

条

例

を

含

む

。

第

十

三

条

第

二

項

第

二

号

及

び

第

三

号

並

び

に

第

四

章

に

お

い

て

同

じ

。

)

の

規

定

に

よ

り

そ

の

権

限

に

属

す

る

事

務

を

遂

行

す

る

た

め

必

要

な

場

合

に

限

り

、

か

つ

、

そ

の

利

用

の

目

的

を

で

き

る

限

り

特

定

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

議

会

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

り

特

定

さ

れ

た

利

用

の

目

的

(

以

下

「

利

用

目

的

」

と

い

う

。

)

の

達

成

に

必

要

な

範

囲

を

超

え

て

、

個

人

情

報

を

保

有

し

て

は

な

ら

な

い

。

３

議

会

は

、

利

用

目

的

を

変

更

す

る

場

合

に

は

、

変

更

前

の

利

用

目

的

と

相

当

の

関

連

性

を

有

す
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る

と

合

理

的

に

認

め

ら

れ

る

範

囲

を

超

え

て

行

っ

て

は

な

ら

な

い

。

(

利

用

目

的

の

明

示

)

第

五

条

議

会

は

、

本

人

か

ら

直

接

書

面

(

電

磁

的

記

録

を

含

む

。

)

に

記

録

さ

れ

た

当

該

本

人

の

個

人

情

報

を

取

得

す

る

と

き

は

、

次

に

掲

げ

る

場

合

を

除

き

、

あ

ら

か

じ

め

、

本

人

に

対

し

、

そ

の

利

用

目

的

を

明

示

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

人

の

生

命

、

身

体

又

は

財

産

の

保

護

の

た

め

に

緊

急

に

必

要

が

あ

る

と

き

。

二

利

用

目

的

を

本

人

に

明

示

す

る

こ

と

に

よ

り

、

本

人

又

は

第

三

者

の

生

命

、

身

体

、

財

産

そ

の

他

の

権

利

利

益

を

害

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

と

き

。

三

利

用

目

的

を

本

人

に

明

示

す

る

こ

と

に

よ

り

、

国

の

機

関

、

独

立

行

政

法

人

等

、

地

方

公

共

団

体

又

は

地

方

独

立

行

政

法

人

が

行

う

事

務

又

は

事

業

の

適

正

な

遂

行

に

支

障

を

及

ぼ

す

お

そ

れ

が

あ

る

と

き

。

四

取

得

の

状

況

か

ら

み

て

利

用

目

的

が

明

ら

か

で

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

と

き

。

(

不

適

正

な

利

用

の

禁

止

)

第

六

条

議

会

は

、

違

法

又

は

不

当

な

行

為

を

助

長

し

、

又

は

誘

発

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

方

法

に

よ

り

個

人

情

報

を

利

用

し

て

は

な

ら

な

い

。

(

適

正

な

取

得

)

第

七

条

議

会

は

、

偽

り

そ

の

他

不

正

の

手

段

に

よ

り

個

人

情

報

を

取

得

し

て

は

な

ら

な

い

。

(

登

録

簿

)

第

八

条

議

長

は

、

個

人

情

報

を

取

り

扱

う

事

務
(

職

員

、

職

員

で

あ

っ

た

者

又

は

こ

れ

ら

に

準

ず

る

者

に

係

る

も

の

を

除

く

。

以

下

「

個

人

情

報

取

扱

事

務

」

と

い

う

。

)

を

開

始

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

当

該

個

人

情

報

取

扱

事

務

に

つ

い

て

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

記

載

し

た

帳

簿

(

以

下

「

登

録

簿

」

と

い

う

。

)

に

登

録

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

登

録

し

た

事

項

を

変

更

す

る

と

き

、

又

は

個

人

情

報

取

扱

事

務

を

廃

止

す

る

と

き

も

、

同

様

と

す

る

。

一

個

人

情

報

取

扱

事

務

の

名

称
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二

個

人

情

報

取

扱

事

務

の

目

的

三

個

人

情

報

の

記

録

項

目

四

個

人

情

報

の

対

象

者

の

範

囲

五

個

人

情

報

の

収

集

方

法

六

第

十

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

、

利

用

目

的

以

外

の

目

的

の

た

め

に

保

有

個

人

情

報

を

自

ら

利

用

し

、

又

は

提

供

す

る

と

き

は

そ

の

旨

七

前

各

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

議

長

が

定

め

る

事

項

２

議

長

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

り

登

録

し

た

と

き

は

、

そ

の

旨

を

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

個

人

情

報

保

護

法

施

行

条

例

(

令

和

五

年

条

例

第

号

)

第

八

条

に

基

づ

き

設

置

さ

れ

る

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

個

人

情

報

保

護

審

議

会

(

以

下

「

審

議

会

」

と

い

う

。

)

に

報

告

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

登

録

し

た

事

項

を

変

更

し

た

と

き

、

又

は

個

人

情

報

取

扱

事

務

を

廃

止

し

た

と

き

も

、

同

様

と

す

る

。

３

議

長

は

、

登

録

簿

を

一

般

の

閲

覧

に

供

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

正

確

性

の

確

保

)

第

九

条

議

会

は

、

利

用

目

的

の

達

成

に

必

要

な

範

囲

内

で

、

保

有

個

人

情

報

が

過

去

又

は

現

在

の

事

実

と

合

致

す

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

安

全

管

理

措

置

)

第

十

条

議

長

は

、

保

有

個

人

情

報

の

漏

え

い

、

滅

失

又

は

毀

損

の

防

止

そ

の

他

の

保

有

個

人

情

報

の

安

全

管

理

の

た

め

に

必

要

か

つ

適

切

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

前

項

の

規

定

は

、

議

会

に

係

る

個

人

情

報

の

取

扱

い

の

委

託

(

二

以

上

の

段

階

に

わ

た

る

委

託

を

含

む

。

)

を

受

け

た

者

が

受

託

し

た

業

務

を

行

う

場

合

に

お

け

る

個

人

情

報

の

取

扱

い

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

(

従

事

者

の

義

務

)

第

十

一

条

個

人

情

報

の

取

扱

い

に

従

事

す

る

職

員

若

し

く

は

職

員

で

あ

っ

た

者

、

前

条

第

二

項

の
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業

務

に

従

事

し

て

い

る

者

若

し

く

は

従

事

し

て

い

た

者

又

は

議

会

に

お

い

て

個

人

情

報

の

取

扱

い

に

従

事

し

て

い

る

派

遣

労

働

者

(

労

働

者

派

遣

事

業

の

適

正

な

運

営

の

確

保

及

び

派

遣

労

働

者

の

保

護

等

に

関

す

る

法

律

(

昭

和

六

十

年

法

律

第

八

十

八

号

)

第

二

条

第

二

号

に

規

定

す

る

派

遣

労

働

者

を

い

う

。

以

下

こ

の

条

及

び

第

五

十

四

条

に

お

い

て

同

じ

。

)

若

し

く

は

従

事

し

て

い

た

派

遣

労

働

者

は

、

そ

の

業

務

に

関

し

て

知

り

得

た

個

人

情

報

の

内

容

を

み

だ

り

に

他

人

に

知

ら

せ

、

又

は

不

当

な

目

的

に

利

用

し

て

は

な

ら

な

い

。

(

漏

え

い

等

の

通

知

)

第

十

二

条

議

長

は

、

保

有

個

人

情

報

の

漏

え

い

、

滅

失

、

毀

損

そ

の

他

の

保

有

個

人

情

報

の

安

全

の

確

保

に

係

る

事

態

で

あ

っ

て

個

人

の

権

利

利

益

を

害

す

る

お

そ

れ

が

大

き

い

も

の

と

し

て

そ

の

定

め

る

も

の

が

生

じ

た

と

き

は

、

本

人

に

対

し

、

そ

の

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

当

該

事

態

が

生

じ

た

旨

を

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

一

本

人

へ

の

通

知

が

困

難

な

場

合

で

あ

っ

て

、

本

人

の

権

利

利

益

を

保

護

す

る

た

め

必

要

な

こ

れ

に

代

わ

る

べ

き

措

置

を

と

る

と

き

。

二

当

該

保

有

個

人

情

報

に

第

二

十

一

条

各

号

に

掲

げ

る

情

報

の

い

ず

れ

か

が

含

ま

れ

る

と

き

。

(

利

用

及

び

提

供

の

制

限

)

第

十

三

条

議

会

は

、

法

令

に

基

づ

く

場

合

を

除

き

、

利

用

目

的

以

外

の

目

的

の

た

め

に

保

有

個

人

情

報

を

自

ら

利

用

し

、

又

は

提

供

し

て

は

な

ら

な

い

。

２

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

議

会

は

、

議

長

が

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

認

め

る

と

き

は

、

利

用

目

的

以

外

の

目

的

の

た

め

に

保

有

個

人

情

報

を

自

ら

利

用

し

、

又

は

提

供

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

保

有

個

人

情

報

を

利

用

目

的

以

外

の

目

的

の

た

め

に

自

ら

利

用

し

、

又

は

提

供

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

本

人

又

は

第

三

者

の

権

利

利

益

を

不

当

に

侵

害

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

一

本

人

の

同

意

が

あ

る

と

き

、

又

は

本

人

に

提

供

す

る

と

き

。
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二

議

会

が

法

令

の

規

定

に

よ

り

そ

の

権

限

に

属

す

る

事

務

の

遂

行

に

必

要

な

限

度

で

保

有

個

人

情

報

を

内

部

で

利

用

す

る

場

合

で

あ

っ

て

、

当

該

保

有

個

人

情

報

を

利

用

す

る

こ

と

に

つ

い

て

相

当

の

理

由

が

あ

る

と

き

。

三

管

理

者

、

監

査

委

員

若

し

く

は

公

平

委

員

会

、

管

理

者

が

設

立

し

た

地

方

独

立

行

政

法

人

、

他

の

地

方

公

共

団

体

の

機

関

、

他

の

地

方

公

共

団

体

が

設

立

し

た

地

方

独

立

行

政

法

人

、

法

第

二

条

第

八

項

に

規

定

す

る

行

政

機

関

又

は

独

立

行

政

法

人

等

に

保

有

個

人

情

報

を

提

供

す

る

場

合

に

お

い

て

、

保

有

個

人

情

報

の

提

供

を

受

け

る

者

が

、

法

令

の

定

め

る

事

務

又

は

業

務

の

遂

行

に

必

要

な

限

度

で

提

供

に

係

る

個

人

情

報

を

利

用

し

、

か

つ

、

当

該

個

人

情

報

を

利

用

す

る

こ

と

に

つ

い

て

相

当

の

理

由

が

あ

る

と

き

。

四

前

三

号

に

掲

げ

る

場

合

の

ほ

か

、

専

ら

統

計

の

作

成

又

は

学

術

研

究

の

目

的

の

た

め

に

保

有

個

人

情

報

を

提

供

す

る

と

き

、

本

人

以

外

の

者

に

提

供

す

る

こ

と

が

明

ら

か

に

本

人

の

利

益

に

な

る

と

き

、

そ

の

他

保

有

個

人

情

報

を

提

供

す

る

こ

と

に

つ

い

て

特

別

の

理

由

が

あ

る

と

き

。

３

前

項

の

規

定

は

、

保

有

個

人

情

報

の

利

用

又

は

提

供

を

制

限

す

る

他

の

条

例

の

規

定

の

適

用

を

妨

げ

る

も

の

で

は

な

い

。

４

議

長

は

、

個

人

の

権

利

利

益

を

保

護

す

る

た

め

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

保

有

個

人

情

報

の

利

用

目

的

以

外

の

目

的

の

た

め

の

議

会

の

内

部

に

お

け

る

利

用

を

特

定

の

職

員

に

限

る

も

の

と

す

る

。

５

保

有

特

定

個

人

情

報

に

関

し

て

は

、

第

二

項

第

二

号

か

ら

第

四

号

ま

で

及

び

第

三

十

条

の

規

定

は

適

用

し

な

い

も

の

と

し

、

次

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

こ

れ

ら

の

規

定

中

同

表

の

中

欄

に

掲

げ

る

字

句

は

、

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

字

句

と

す

る

。

第

十

三

条

第

一

項

法

令

に

基

づ

く

場

合

を

除

き

、

利

用

目

的

以

外

の

目

的

利

用

目

的

以

外

の

目

的

- 80 -



10 

自

ら

利

用

し

、

又

は

提

供

し

て

自

ら

利

用

し

て

は

な

ら

な

い

は

な

ら

な

い

第

十

三

条

第

二

項

自

ら

利

用

し

、

又

は

提

供

す

る

自

ら

利

用

す

る

第

十

三

条

第

二

項

本

人

の

同

意

が

あ

る

と

き

、

又

人

の

生

命

、

身

体

又

は

財

産

の

保

護

第

一

号

は

本

人

に

提

供

す

る

と

き

の

た

め

に

必

要

が

あ

る

場

合

で

あ

っ

て

、

本

人

の

同

意

が

あ

り

、

又

は

本

人

の

同

意

を

得

る

こ

と

が

困

難

で

あ

る

と

き

第

三

十

一

条

納

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

納

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

議

長

が

経

済

的

困

難

そ

の

他

特

別

の

理

由

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

手

数

料

を

減

額

し

、

又

は

免

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

第

三

十

九

条

第

一

又

は

第

十

三

条

第

一

項

及

び

第

十

三

条

第

五

項

の

規

定

に

よ

り

読

み

項

第

一

号

二

項

の

規

定

に

違

反

し

て

利

用

替

え

て

適

用

す

る

同

条

第

一

項

及

び

さ

れ

て

い

る

と

き

第

二

項

(

第

一

号

に

係

る

部

分

に

限

る

。

)

の

規

定

に

違

反

し

て

利

用

さ

れ

て

い

る

と

き

、

番

号

利

用

さ

れ

て

い

る

と

き

、

番

号

利

用

法

第

二

十

条

の

規

定

に

違

反

し

て

収

集

さ

れ

、

若
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し

く

は

保

管

さ

れ

て

い

る

と

き

、

又

は

番

号

利

用

法

第

二

十

九

条

の

規

定

に

違

反

し

て

作

成

さ

れ

た

特

定

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

(

番

号

利

用

法

第

二

条

第

九

項

に

規

定

す

る

特

定

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

を

い

う

。

)

に

記

録

さ

れ

て

い

る

と

き

第

三

十

九

条

第

一

第

十

三

条

第

一

項

及

び

第

二

項

番

号

利

用

法

第

十

九

条

項

第

二

号

(

保

有

個

人

情

報

の

提

供

を

受

け

る

者

に

対

す

る

措

置

要

求

)

第

十

四

条

議

長

は

、

利

用

目

的

の

た

め

に

又

は

前

条

第

二

項

第

三

号

若

し

く

は

第

四

号

の

規

定

に

基

づ

き

、

保

有

個

人

情

報

を

提

供

す

る

場

合

に

お

い

て

、

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

保

有

個

人

情

報

の

提

供

を

受

け

る

者

に

対

し

、

提

供

に

係

る

個

人

情

報

に

つ

い

て

、

そ

の

利

用

の

目

的

若

し

く

は

方

法

の

制

限

そ

の

他

必

要

な

制

限

を

付

し

、

又

は

そ

の

漏

え

い

の

防

止

そ

の

他

の

個

人

情

報

の

適

切

な

管

理

の

た

め

に

必

要

な

措

置

を

講

ず

る

こ

と

を

求

め

る

も

の

と

す

る

。

(

個

人

関

連

情

報

の

提

供

を

受

け

る

者

に

対

す

る

措

置

要

求

)

第

十

五

条

議

長

は

、

第

三

者

に

個

人

関

連

情

報

を

提

供

す

る

場

合

(

当

該

第

三

者

が

当

該

個

人

関

連

情

報

を

個

人

情

報

と

し

て

取

得

す

る

こ

と

が

想

定

さ

れ

る

場

合

に

限

る

。

)

に

お

い

て

、

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

当

該

第

三

者

に

対

し

、

提

供

に

係

る

個

人

関

連

情

報

に

つ

い

て

、

そ

の

利

用

の

目

的

若

し

く

は

方

法

の

制

限

そ

の

他

必

要

な

制

限

を

付

し

、

又

は

そ

の

漏

え

い

の

防

止

そ

の

他

の

個

人

関

連

情

報

の

適

切

な

管

理

の

た

め

に

必

要

な

措

置

を

講

ず

る

こ

と

を

求

め

る

も

の

と

す

る

。
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(

仮

名

加

工

情

報

の

取

扱

い

に

係

る

義

務

)
第

十

六

条

議

会

は

、

法

令

に

基

づ

く

場

合

を

除

く

ほ

か

、

仮

名

加

工

情

報

(

個

人

情

報

で

あ

る

も

の

を

除

く

。

以

下

こ

の

条

及

び

第

五

十

条

に

お

い

て

同

じ

。

)

を

第

三

者

(

当

該

仮

名

加

工

情

報

の

取

扱

い

の

委

託

を

受

け

た

者

を

除

く

。

)

に

提

供

し

て

は

な

ら

な

い

。

２

議

長

は

、

そ

の

取

り

扱

う

仮

名

加

工

情

報

の

漏

え

い

の

防

止

そ

の

他

仮

名

加

工

情

報

の

安

全

管

理

の

た

め

に

必

要

か

つ

適

切

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

議

会

は

、

仮

名

加

工

情

報

を

取

り

扱

う

に

当

た

っ

て

は

、

法

令

に

基

づ

く

場

合

を

除

き

、

当

該

仮

名

加

工

情

報

の

作

成

に

用

い

ら

れ

た

個

人

情

報

に

係

る

本

人

を

識

別

す

る

た

め

に

、

削

除

情

報

等

(

仮

名

加

工

情

報

の

作

成

に

用

い

ら

れ

た

個

人

情

報

か

ら

削

除

さ

れ

た

記

述

等

及

び

個

人

識

別

符

号

並

び

に

法

第

四

十

一

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

行

わ

れ

た

加

工

の

方

法

に

関

す

る

情

報

を

い

う

。

)

を

取

得

し

、

又

は

当

該

仮

名

加

工

情

報

を

他

の

情

報

と

照

合

し

て

は

な

ら

な

い

。

４

議

会

は

、

仮

名

加

工

情

報

を

取

り

扱

う

に

当

た

っ

て

は

、

法

令

に

基

づ

く

場

合

を

除

き

、

電

話

を

か

け

、

郵

便

若

し

く

は

民

間

事

業

者

に

よ

る

信

書

の

送

達

に

関

す

る

法

律

(

平

成

十

四

年

法

律

第

九

十

九

号

)

第

二

条

第

六

項

に

規

定

す

る

一

般

信

書

便

事

業

者

若

し

く

は

同

条

第

九

項

に

規

定

す

る

特

定

信

書

便

事

業

者

に

よ

る

同

条

第

二

項

に

規

定

す

る

信

書

便

に

よ

り

送

付

し

、

電

報

を

送

達

し

、

フ

ァ

ク

シ

ミ

リ

装

置

若

し

く

は

電

磁

的

方

法

(

電

子

情

報

処

理

組

織

を

使

用

す

る

方

法

そ

の

他

の

情

報

通

信

の

技

術

を

利

用

す

る

方

法

で

あ

っ

て

議

長

が

定

め

る

も

の

を

い

う

。

)

を

用

い

て

送

信

し

、

又

は

住

居

を

訪

問

す

る

た

め

に

、

当

該

仮

名

加

工

情

報

に

含

ま

れ

る

連

絡

先

そ

の

他

の

情

報

を

利

用

し

て

は

な

ら

な

い

。

５

前

各

項

の

規

定

は

、

議

会

に

係

る

仮

名

加

工

情

報

の

取

扱

い

の

委

託

(

二

以

上

の

段

階

に

わ

た

る

委

託

を

含

む

。

)

を

受

け

た

者

が

受

託

し

た

業

務

を

行

う

場

合

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

(

匿

名

加

工

情

報

の

取

扱

い

に

係

る

義

務

)

第

十

七

条

議

会

は

、

匿

名

加

工

情

報

を

取

り

扱

う

に

当

た

っ

て

は

、

法

令

に

基

づ

く

場

合

を

除

き

、

当

該

匿

名

加

工

情

報

の

作

成

に

用

い

ら

れ

た

個

人

情

報

に

係

る

本

人

を

識

別

す

る

た

め

に

、

当

該
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個

人

情

報

か

ら

削

除

さ

れ

た

記

述

等

若

し

く

は

個

人

識

別

符

号

若

し

く

は

法

第

四

十

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

行

わ

れ

た

加

工

の

方

法

に

関

す

る

情

報

を

取

得

し

、

又

は

当

該

匿

名

加

工

情

報

を

他

の

情

報

と

照

合

し

て

は

な

ら

な

い

。

２

議

会

は

、

匿

名

加

工

情

報

の

漏

え

い

を

防

止

す

る

た

め

に

必

要

な

も

の

と

し

て

議

長

が

定

め

る

基

準

に

従

い

、

匿

名

加

工

情

報

の

適

切

な

管

理

の

た

め

に

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

前

二

項

の

規

定

は

、

議

会

に

係

る

匿

名

加

工

情

報

の

取

扱

い

の

委

託

(

二

以

上

の

段

階

に

わ

た

る

委

託

を

含

む

。
)

を

受

け

た

者

が

受

託

し

た

業

務

を

行

う

場

合

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

第

三

章

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

(

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

簿

の

作

成

及

び

公

表

)

第

十

八

条

議

長

は

、

そ

の

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

議

会

が

保

有

し

て

い

る

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

に

つ

い

て

、

そ

れ

ぞ

れ

次

に

掲

げ

る

事

項

そ

の

他

議

長

が

定

め

る

事

項

を

記

載

し

た

帳

簿

(

以

下

「

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

簿

」

と

い

う

。

)

を

作

成

し

、

公

表

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

の

名

称

二

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

が

利

用

に

供

さ

れ

る

事

務

を

つ

か

さ

ど

る

組

織

の

名

称

三

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

の

利

用

目

的

四

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

に

記

録

さ

れ

る

項

目

(

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

記

録

項

目

」

と

い

う

。

)

及

び

本

人

(

他

の

個

人

の

氏

名

、

生

年

月

日

そ

の

他

の

記

述

等

に

よ

ら

な

い

で

検

索

し

得

る

者

に

限

る

。

次

項

第

一

号

へ

に

お

い

て

同

じ

。
)

と

し

て

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

に

記

録

さ

れ

る

個

人

の

範

囲

(

次

項

第

二

号

に

お

い

て

「

記

録

範

囲

」

と

い

う

。

)

五

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

に

記

録

さ

れ

る

個

人

情

報
(

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

記

録

情

報

」

と

い

う

。

)

の

収

集

方

法

六

記

録

情

報

に

要

配

慮

個

人

情

報

が

含

ま

れ

る

と

き

は

、

そ

の

旨

七

記

録

情

報

を

議

会

以

外

の

者

に

経

常

的

に

提

供

す

る

場

合

に

は

、

そ

の

提

供

先

- 84 -
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八

次

条

第

一

項

、

第

三

十

二

条

第

一

項

又

は

第

三

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

請

求

を

受

理

す

る

組

織

の

名

称

及

び

所

在

地

九

第

三

十

二

条

第

一

項

た

だ

し

書

又

は

第

三

十

九

条

第

一

項

た

だ

し

書

に

該

当

す

る

と

き

は

、

そ

の

旨

２

前

項

の

規

定

は

、

次

に

掲

げ

る

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

に

つ

い

て

は

、

適

用

し

な

い

。

一

次

に

掲

げ

る

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

イ

議

会

の

議

員

若

し

く

は

議

員

で

あ

っ

た

者

又

は

職

員

若

し

く

は

職

員

で

あ

っ

た

者

に

係

る

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

で

あ

っ

て

、

専

ら

そ

の

人

事

、

議

員

報

酬

、

給

与

又

は

報

酬

、

福

利

厚

生

に

関

す

る

事

項

そ

の

他

こ

れ

ら

に

準

ず

る

事

項

を

記

録

す

る

も

の

(

議

長

が

行

う

職

員

の

採

用

試

験

に

関

す

る

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

を

含

む

。

)

ロ

専

ら

試

験

的

な

電

子

計

算

機

処

理

の

用

に

供

す

る

た

め

の

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

ハ

一

年

以

内

に

消

去

す

る

こ

と

と

な

る

記

録

情

報

の

み

を

記

録

す

る

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

ニ

資

料

そ

の

他

の

物

品

若

し

く

は

金

銭

の

送

付

又

は

業

務

上

必

要

な

連

絡

の

た

め

に

利

用

す

る

記

録

情

報

を

記

録

し

た

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

で

あ

っ

て

、

送

付

又

は

連

絡

の

相

手

方

の

氏

名

、

住

所

そ

の

他

の

送

付

又

は

連

絡

に

必

要

な

事

項

の

み

を

記

録

す

る

も

の

ホ

職

員

が

学

術

研

究

の

用

に

供

す

る

た

め

そ

の

発

意

に

基

づ

き

作

成

し

、

又

は

取

得

す

る

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

で

あ

っ

て

、

記

録

情

報

を

専

ら

当

該

学

術

研

究

の

目

的

の

た

め

に

利

用

す

る

も

の

ヘ

本

人

の

数

が

議

長

が

定

め

る

数

に

満

た

な

い

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

ト

イ

か

ら

ヘ

ま

で

に

掲

げ

る

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

に

準

ず

る

も

の

と

し

て

議

長

が

定

め

る

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

二

前

項

の

規

定

に

よ

る

公

表

に

係

る

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

に

記

録

さ

れ

て

い

る

記

録

情

報

の

全

部

又

は

一

部

を

記

録

し

た

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

で

あ

っ

て

、

そ

の

利

用

目

的

、

記

録

項

目

及

び

記

録

範

囲

が

当

該

公

表

に

係

る

こ

れ

ら

の

事

項

の

範

囲

内

の

も

の

- 85 -
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三

前

号

に

掲

げ

る

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

に

準

ず

る

も

の

と

し

て

議

長

が

定

め

る

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

３

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

議

長

は

、

記

録

項

目

の

一

部

若

し

く

は

同

項

第

五

号

若

し

く

は

第

七

号

に

掲

げ

る

事

項

を

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

簿

に

記

載

し

、

又

は

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

を

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

簿

に

掲

載

す

る

こ

と

に

よ

り

、

利

用

目

的

に

係

る

事

務

又

は

事

業

の

性

質

上

、

当

該

事

務

又

は

事

業

の

適

正

な

遂

行

に

著

し

い

支

障

を

及

ぼ

す

お

そ

れ

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

そ

の

記

録

項

目

の

一

部

若

し

く

は

事

項

を

記

載

せ

ず

、

又

は

そ

の

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

を

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

簿

に

掲

載

し

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

第

四

章

開

示

、

訂

正

及

び

利

用

停

止

第

一

節

開

示

(

開

示

請

求

権

)

第

十

九

条

何

人

も

、

こ

の

条

例

の

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

議

長

に

対

し

、

議

会

の

保

有

す

る

自

己

を

本

人

と

す

る

保

有

個

人

情

報

の

開

示

を

請

求

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

２

未

成

年

者

若

し

く

は

成

年

被

後

見

人

の

法

定

代

理

人

又

は

本

人

の

委

任

に

よ

る

代

理

人

(

以

下

こ

の

章

に

お

い

て

「

代

理

人

」

と

総

称

す

る

。

)

は

、

本

人

に

代

わ

っ

て

前

項

の

規

定

に

よ

る

開

示

の

請

求

(

以

下

こ

の

章

及

び

第

四

十

九

条

に

お

い

て

「

開

示

請

求

」

と

い

う

。

)

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

(

開

示

請

求

の

手

続

)

第

二

十

条

開

示

請

求

は

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

記

載

し

た

書

面

(

第

三

項

に

お

い

て

「

開

示

請

求

書

」

と

い

う

。

)

を

議

長

に

提

出

し

て

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

開

示

請

求

を

す

る

者

の

氏

名

及

び

住

所

又

は

居

所

二

開

示

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

が

記

録

さ

れ

て

い

る

公

文

書

の

名

称

そ

の

他

の

開

示

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

を

特

定

す

る

に

足

り

る

事

項

三

前

二

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

議

長

が

定

め

る

事

項
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２

前

項

の

場

合

に

お

い

て

、

開

示

請

求

を

す

る

者

は

、

議

長

が

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

開

示

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

本

人

で

あ

る

こ

と

(

前

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

開

示

請

求

に

あ

っ

て

は

、

開

示

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

本

人

の

代

理

人

で

あ

る

こ

と

)

を

示

す

書

類

を

提

示

し

、

又

は

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

議

長

は

、

開

示

請

求

書

に

形

式

上

の

不

備

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

開

示

請

求

を

し

た

者

(

以

下

「

開

示

請

求

者

」

と

い

う

。

)

に

対

し

、

相

当

の

期

間

を

定

め

て

、

そ

の

補

正

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

議

長

は

、

開

示

請

求

者

に

対

し

、

補

正

の

参

考

と

な

る

情

報

を

提

供

す

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

保

有

個

人

情

報

の

開

示

義

務

)

第

二

十

一

条

議

長

は

、

開

示

請

求

が

あ

っ

た

と

き

は

、

開

示

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

に

次

の

各

号

に

掲

げ

る

情

報

(
以

下

「

不

開

示

情

報

」

と

い

う

。

)

の

い

ず

れ

か

が

含

ま

れ

て

い

る

場

合

を

除

き

、

開

示

請

求

者

に

対

し

、

当

該

保

有

個

人

情

報

を

開

示

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

開

示

請

求

者

(

第

十

九

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

代

理

人

が

本

人

に

代

わ

っ

て

開

示

請

求

を

す

る

場

合

に

あ

っ

て

は

、

当

該

本

人

を

い

う

。

次

号

及

び

第

三

号

、

次

条

第

二

項

並

び

に

第

二

十

八

条

第

一

項

に

お

い

て

同

じ

。
)

の

生

命

、

健

康

、

生

活

又

は

財

産

を

害

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

情

報

二

開

示

請

求

者

以

外

の

個

人

に

関

す

る

情

報

(

事

業

を

営

む

個

人

の

当

該

事

業

に

関

す

る

情

報

を

除

く

。

)

で

あ

っ

て

、

当

該

情

報

に

含

ま

れ

る

氏

名

、

生

年

月

日

そ

の

他

の

記

述

等

に

よ

り

開

示

請

求

者

以

外

の

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

こ

と

が

で

き

る

も

の

(

他

の

情

報

と

照

合

す

る

こ

と

に

よ

り

、

開

示

請

求

者

以

外

の

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

こ

と

が

で

き

る

こ

と

と

な

る

も

の

を

含

む

。

)

若

し

く

は

個

人

識

別

符

号

が

含

ま

れ

る

も

の

又

は

開

示

請

求

者

以

外

の

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

が

、

開

示

す

る

こ

と

に

よ

り

、

な

お

開

示

請

求

者

以

外

の

個

人

の

権

利

利

益

を

害

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

も

の

。

た

だ

し

、

次

に

掲

げ

る

情

報

を

除

く

。

イ

法

令

の

規

定

に

よ

り

又

は

慣

行

と

し

て

開

示

請

求

者

が

知

る

こ

と

が

で

き

、

又

は

知

る

こ
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と

が

予

定

さ

れ

て

い

る

情

報

ロ

人

の

生

命

、

健

康

、

生

活

又

は

財

産

を

保

護

す

る

た

め

、

開

示

す

る

こ

と

が

必

要

で

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

情

報

ハ

当

該

個

人

が

公

務

員

等

(

国

家

公

務

員

法

(

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

百

二

十

号

)

第

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

国

家

公

務

員

(

独

立

行

政

法

人

通

則

法

第

二

条

第

四

項

に

規

定

す

る

行

政

執

行

法

人

の

役

員

及

び

職

員

を

除

く

。

)

、

独

立

行

政

法

人

等

の

役

員

及

び

職

員

、

地

方

公

務

員

法
(

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号

)

第

二

条

に

規

定

す

る

地

方

公

務

員

並

び

に

地

方

独

立

行

政

法

人

の

役

員

及

び

職

員

を

い

う

。

)

で

あ

る

場

合

に

お

い

て

、

当

該

情

報

が

そ

の

職

務

の

遂

行

に

係

る

情

報

で

あ

る

と

き

は

、

当

該

情

報

の

う

ち

、

当

該

公

務

員

等

の

職

及

び

氏

名

並

び

に

当

該

職

務

遂

行

の

内

容

に

係

る

部

分

三

法

人

そ

の

他

の

団

体
(

国

、

独

立

行

政

法

人

等

、

地

方

公

共

団

体

及

び

地

方

独

立

行

政

法

人

を

除

く

。

以

下

こ

の

号

に

お

い

て

「

法

人

等

」

と

い

う

。

)

に

関

す

る

情

報

又

は

開

示

請

求

者

以

外

の

事

業

を

営

む

個

人

の

当

該

事

業

に

関

す

る

情

報

で

あ

っ

て

、

次

に

掲

げ

る

も

の

。

た

だ

し

、

人

の

生

命

、

健

康

、

生

活

又

は

財

産

を

保

護

す

る

た

め

、

開

示

す

る

こ

と

が

必

要

で

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

情

報

を

除

く

。

イ

開

示

す

る

こ

と

に

よ

り

、

当

該

法

人

等

又

は

当

該

個

人

の

権

利

、

競

争

上

の

地

位

そ

の

他

正

当

な

利

益

を

害

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

も

の

ロ

議

会

の

要

請

を

受

け

て

、

開

示

し

な

い

と

の

条

件

で

任

意

に

提

供

さ

れ

た

も

の

で

あ

っ

て

、

法

人

等

又

は

個

人

に

お

け

る

通

例

と

し

て

開

示

し

な

い

こ

と

と

さ

れ

て

い

る

も

の

そ

の

他

の

当

該

条

件

を

付

す

る

こ

と

が

当

該

情

報

の

性

質

、

当

時

の

状

況

等

に

照

ら

し

て

合

理

的

で

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

も

の

四

国

の

機

関

、

独

立

行

政

法

人

等

、

地

方

公

共

団

体

及

び

地

方

独

立

行

政

法

人

の

内

部

又

は

相

互

間

に

お

け

る

審

議

、

検

討

又

は

協

議

に

関

す

る

情

報

で

あ

っ

て

、

開

示

す

る

こ

と

に

よ

り

、

率

直

な

意

見

の

交

換

若

し

く

は

意

思

決

定

の

中

立

性

が

不

当

に

損

な

わ

れ

る

お

そ

れ

、

不

当

に
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住

民

の

間

に

混

乱

を

生

じ

さ

せ

る

お

そ

れ

又

は

特

定

の

者

に

不

当

に

利

益

を

与

え

若

し

く

は

不

利

益

を

及

ぼ

す

お

そ

れ

が

あ

る

も

の

五

国

の

機

関

、

独

立

行

政

法

人

等

、

地

方

公

共

団

体

又

は

地

方

独

立

行

政

法

人

が

行

う

事

務

又

は

事

業

に

関

す

る

情

報

で

あ

っ

て

、

開

示

す

る

こ

と

に

よ

り

、

次

に

掲

げ

る

お

そ

れ

そ

の

他

当

該

事

務

又

は

事

業

の

性

質

上

、

当

該

事

務

又

は

事

業

の

適

正

な

遂

行

に

支

障

を

及

ぼ

す

お

そ

れ

が

あ

る

も

の

イ

議

長

が

第

二

十

五

条

各

項

の

決

定

(

以

下

「

開

示

決

定

等

」

と

い

う

。

)

を

す

る

場

合

に

お

い

て

、

犯

罪

の

予

防

、

鎮

圧

又

は

捜

査

そ

の

他

の

公

共

の

安

全

と

秩

序

の

維

持

に

支

障

を

及

ぼ

す

お

そ

れ

ロ

監

査

、

検

査

、

取

締

り

、

試

験

又

は

租

税

の

賦

課

若

し

く

は

徴

収

に

係

る

事

務

に

関

し

、

正

確

な

事

実

の

把

握

を

困

難

に

す

る

お

そ

れ

又

は

違

法

若

し

く

は

不

当

な

行

為

を

容

易

に

し

、

若

し

く

は

そ

の

発

見

を

困

難

に

す

る

お

そ

れ

ハ

契

約

、

交

渉

又

は

争

訟

に

係

る

事

務

に

関

し

、

国

、

独

立

行

政

法

人

等

、

地

方

公

共

団

体

又

は

地

方

独

立

行

政

法

人

の

財

産

上

の

利

益

又

は

当

事

者

と

し

て

の

地

位

を

不

当

に

害

す

る

お

そ

れ

ニ

調

査

研

究

に

係

る

事

務

に

関

し

、

そ

の

公

正

か

つ

能

率

的

な

遂

行

を

不

当

に

阻

害

す

る

お

そ

れ

ホ

人

事

管

理

に

係

る

事

務

に

関

し

、

公

正

か

つ

円

滑

な

人

事

の

確

保

に

支

障

を

及

ぼ

す

お

そ

れ

ヘ

独

立

行

政

法

人

等

、

地

方

公

共

団

体

が

経

営

す

る

企

業

又

は

地

方

独

立

行

政

法

人

に

係

る

事

業

に

関

し

、

そ

の

企

業

経

営

上

の

正

当

な

利

益

を

害

す

る

お

そ

れ

(

部

分

開

示

)

第

二

十

二

条

議

長

は

、

開

示

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

に

不

開

示

情

報

が

含

ま

れ

て

い

る

場

合

に

お

い

て

、

不

開

示

情

報

に

該

当

す

る

部

分

を

容

易

に

区

分

し

て

除

く

こ

と

が

で

き

る

と

き

は

、

- 89 -



19 

開

示

請

求

者

に

対

し

、

当

該

部

分

を

除

い

た

部

分

に

つ

き

開

示

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

開

示

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

に

前

条

第

二

号

の

情

報

(

開

示

請

求

者

以

外

の

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

こ

と

が

で

き

る

も

の

に

限

る

。

)

が

含

ま

れ

て

い

る

場

合

に

お

い

て

、

当

該

情

報

の

う

ち

、

氏

名

、

生

年

月

日

そ

の

他

の

開

示

請

求

者

以

外

の

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

こ

と

が

で

き

る

こ

と

と

な

る

記

述

等

及

び

個

人

識

別

符

号

の

部

分

を

除

く

こ

と

に

よ

り

、

開

示

し

て

も

、

開

示

請

求

者

以

外

の

個

人

の

権

利

利

益

が

害

さ

れ

る

お

そ

れ

が

な

い

と

認

め

ら

れ

る

と

き

は

、

当

該

部

分

を

除

い

た

部

分

は

、

同

号

の

情

報

に

含

ま

れ

な

い

も

の

と

み

な

し

て

、

前

項

の

規

定

を

適

用

す

る

。

(

裁

量

的

開

示

)

第

二

十

三

条

議

長

は

、

開

示

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

に

不

開

示

情

報

が

含

ま

れ

て

い

る

場

合

で

あ

っ

て

も

、

個

人

の

権

利

利

益

を

保

護

す

る

た

め

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

開

示

請

求

者

に

対

し

、

当

該

保

有

個

人

情

報

を

開

示

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

(

保

有

個

人

情

報

の

存

否

に

関

す

る

情

報

)

第

二

十

四

条

開

示

請

求

に

対

し

、

当

該

開

示

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

が

存

在

し

て

い

る

か

否

か

を

答

え

る

だ

け

で

、

不

開

示

情

報

を

開

示

す

る

こ

と

と

な

る

と

き

は

、

議

長

は

、

当

該

保

有

個

人

情

報

の

存

否

を

明

ら

か

に

し

な

い

で

、

当

該

開

示

請

求

を

拒

否

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

(

開

示

請

求

に

対

す

る

措

置

)

第

二

十

五

条

議

長

は

、

開

示

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

全

部

又

は

一

部

を

開

示

す

る

と

き

は

、

そ

の

旨

の

決

定

を

し

、

開

示

請

求

者

に

対

し

、

そ

の

旨

、

開

示

す

る

保

有

個

人

情

報

の

利

用

目

的

及

び

開

示

の

実

施

に

関

し

議

長

が

定

め

る

事

項

を

書

面

に

よ

り

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

第

五

条

第

二

号

又

は

第

三

号

に

該

当

す

る

場

合

に

お

け

る

当

該

利

用

目

的

に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

２

議

長

は

、

開

示

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

全

部

を

開

示

し

な

い

と

き

(

前

条

の

規

定

に

よ

り

開

示

請

求

を

拒

否

す

る

と

き

、

及

び

開

示

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

を

保

有

し

て

い

な

い

と
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き

を

含

む

。

)

は

、

開

示

を

し

な

い

旨

の

決

定

を

し

、

開

示

請

求

者

に

対

し

、

そ

の

旨

を

書

面

に

よ

り

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(
開

示

決

定

等

の

期

限

)

第

二

十

六

条

開

示

決

定

等

は

、

開

示

請

求

が

あ

っ

た

日

か

ら

三

十

日

以

内

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

第

二

十

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

補

正

を

求

め

た

場

合

に

あ

っ

て

は

、

当

該

補

正

に

要

し

た

日

数

は

、

当

該

期

間

に

算

入

し

な

い

。

２

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

議

長

は

、

事

務

処

理

上

の

困

難

そ

の

他

正

当

な

理

由

が

あ

る

と

き

は

、

同

項

に

規

定

す

る

期

間

を

三

十

日

以

内

に

限

り

延

長

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

議

長

は

、

開

示

請

求

者

に

対

し

、

遅

滞

な

く

、

延

長

後

の

期

間

及

び

延

長

の

理

由

を

書

面

に

よ

り

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

開

示

決

定

等

の

期

限

の

特

例

)

第

二

十

七

条

開

示

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

が

著

し

く

大

量

で

あ

る

た

め

、

開

示

請

求

が

あ

っ

た

日

か

ら

六

十

日

以

内

に

そ

の

全

て

に

つ

い

て

開

示

決

定

等

を

す

る

こ

と

に

よ

り

事

務

の

遂

行

に

著

し

い

支

障

が

生

ず

る

お

そ

れ

が

あ

る

場

合

に

は

、

前

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

議

長

は

、

開

示

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

う

ち

の

相

当

の

部

分

に

つ

き

当

該

期

間

内

に

開

示

決

定

等

を

し

、

残

り

の

保

有

個

人

情

報

に

つ

い

て

は

相

当

の

期

間

内

に

開

示

決

定

等

を

す

れ

ば

足

り

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

議

長

は

、

同

条

第

一

項

に

規

定

す

る

期

間

内

に

、

開

示

請

求

者

に

対

し

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

書

面

に

よ

り

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

こ

の

条

の

規

定

を

適

用

す

る

旨

及

び

そ

の

理

由

二

残

り

の

保

有

個

人

情

報

に

つ

い

て

開

示

決

定

等

を

す

る

期

限

２

前

条

の

規

定

に

よ

る

開

示

決

定

等

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

期

間

に

、

議

長

及

び

副

議

長

が

と

も

に

欠

け

て

い

る

期

間

が

あ

る

と

き

は

、

当

該

期

間

の

日

数

は

、

同

条

の

期

間

に

算

入

し

な

い

。

(

第

三

者

に

対

す

る

意

見

書

提

出

の

機

会

の

付

与

等

)

第

二

十

八

条

開

示

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

に

国

、

独

立

行

政

法

人

等

、

地

方

公

共

団

体

、

地
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方

独

立

行

政

法

人

及

び

開

示

請

求

者

以

外

の

者

(

以

下

こ

の

条

、

第

四

十

六

条

第

二

項

第

三

号

及

び

第

四

十

七

条

に

お

い

て

「

第

三

者

」

と

い

う

。

)

に

関

す

る

情

報

が

含

ま

れ

て

い

る

と

き

は

、

議

長

は

、

開

示

決

定

等

を

す

る

に

当

た

っ

て

、

当

該

情

報

に

係

る

第

三

者

に

対

し

、

議

長

が

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

当

該

第

三

者

に

関

す

る

情

報

の

内

容

そ

の

他

議

長

が

定

め

る

事

項

を

通

知

し

て

、

意

見

書

を

提

出

す

る

機

会

を

与

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

２

議

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

は

、

第

二

十

五

条

第

一

項

の

決

定

(

以

下

こ

の

章

に

お

い

て

「

開

示

決

定

」

と

い

う

。

)

に

先

立

ち

、

当

該

第

三

者

に

対

し

、

議

長

が

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

開

示

請

求

に

係

る

当

該

第

三

者

に

関

す

る

情

報

の

内

容

そ

の

他

議

長

が

定

め

る

事

項

を

書

面

に

よ

り

通

知

し

て

、

意

見

書

を

提

出

す

る

機

会

を

与

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

当

該

第

三

者

の

所

在

が

判

明

し

な

い

場

合

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

一

第

三

者

に

関

す

る

情

報

が

含

ま

れ

て

い

る

保

有

個

人

情

報

を

開

示

し

よ

う

と

す

る

場

合

で

あ

っ

て

、

当

該

第

三

者

に

関

す

る

情

報

が

第

二

十

一

条

第

二

号

ロ

又

は

同

条

第

三

号

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

情

報

に

該

当

す

る

と

認

め

ら

れ

る

と

き

。

二

第

三

者

に

関

す

る

情

報

が

含

ま

れ

て

い

る

保

有

個

人

情

報

を

第

二

十

三

条

の

規

定

に

よ

り

開

示

し

よ

う

と

す

る

と

き

。

３

議

長

は

、

前

二

項

の

規

定

に

よ

り

意

見

書

の

提

出

の

機

会

を

与

え

ら

れ

た

第

三

者

が

当

該

第

三

者

に

関

す

る

情

報

の

開

示

に

反

対

の

意

思

を

表

示

し

た

意

見

書

を

提

出

し

た

場

合

に

お

い

て

、

開

示

決

定

を

す

る

と

き

は

、

開

示

決

定

の

日

と

開

示

を

実

施

す

る

日

と

の

間

に

少

な

く

と

も

二

週

間

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

議

長

は

、

開

示

決

定

後

直

ち

に

、

当

該

意

見

書

(

第

四

十

六

条

に

お

い

て

「

反

対

意

見

書

」

と

い

う

。

)

を

提

出

し

た

第

三

者

に

対

し

、

開

示

決

定

を

し

た

旨

及

び

そ

の

理

由

並

び

に

開

示

を

実

施

す

る

日

を

書

面

に

よ

り

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

開

示

の

実

施

)

第

二

十

九

条

保

有

個

人

情

報

の

開

示

は

、

当

該

保

有

個

人

情

報

が

、

文

書

又

は

図

画

に

記

録

さ

れ

- 92 -



22 

て

い

る

と

き

は

閲

覧

又

は

写

し

の

交

付

に

よ

り

、

電

磁

的

記

録

に

記

録

さ

れ

て

い

る

と

き

は

そ

の

種

別

、

情

報

化

の

進

展

状

況

等

を

勘

案

し

て

議

長

が

定

め

る

方

法

に

よ

り

行

う

。

た

だ

し

、

閲

覧

の

方

法

に

よ

る

保

有

個

人

情

報

の

開

示

に

あ

っ

て

は

、

議

長

は

、

当

該

保

有

個

人

情

報

が

記

録

さ

れ

て

い

る

文

書

又

は

図

画

の

保

存

に

支

障

を

生

ず

る

お

そ

れ

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

、

そ

の

他

正

当

な

理

由

が

あ

る

と

き

は

、

そ

の

写

し

に

よ

り

、

こ

れ

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

。

２

議

長

は

、

前

項

の

規

定

に

基

づ

く

電

磁

的

記

録

に

つ

い

て

の

開

示

の

方

法

に

関

す

る

定

め

を

一

般

の

閲

覧

に

供

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

開

示

決

定

に

基

づ

き

保

有

個

人

情

報

の

開

示

を

受

け

る

者

は

、

議

長

が

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

議

長

に

対

し

、

そ

の

求

め

る

開

示

の

実

施

の

方

法

等

を

申

し

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

４

前

項

の

規

定

に

よ

る

申

出

は

、

第

二

十

五

条

第

一

項

に

規

定

す

る

通

知

が

あ

っ

た

日

か

ら

三

十

日

以

内

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

当

該

期

間

内

に

当

該

申

出

を

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

こ

と

に

つ

き

正

当

な

理

由

が

あ

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

(

他

の

法

令

に

よ

る

開

示

の

実

施

と

の

調

整

)

第

三

十

条

議

長

は

、

他

の

法

令

の

規

定

に

よ

り

、

開

示

請

求

者

に

対

し

開

示

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

が

前

条

第

一

項

本

文

に

規

定

す

る

方

法

と

同

一

の

方

法

で

開

示

す

る

こ

と

と

さ

れ

て

い

る

場

合

(

開

示

の

期

間

が

定

め

ら

れ

て

い

る

場

合

に

あ

っ

て

は

、

当

該

期

間

内

に

限

る

。

)

に

は

、

同

項

本

文

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

当

該

保

有

個

人

情

報

に

つ

い

て

は

、

当

該

同

一

の

方

法

に

よ

る

開

示

を

行

わ

な

い

。

た

だ

し

、

当

該

他

の

法

令

の

規

定

に

一

定

の

場

合

に

は

開

示

を

し

な

い

旨

の

定

め

が

あ

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

２

他

の

法

令

の

規

定

に

定

め

る

開

示

の

方

法

が

縦

覧

で

あ

る

と

き

は

、

当

該

縦

覧

を

前

条

第

一

項

本

文

の

閲

覧

と

み

な

し

て

、

前

項

の

規

定

を

適

用

す

る

。

(

開

示

請

求

の

手

数

料

)

第

三

十

一

条

議

長

に

対

し

開

示

請

求

を

す

る

者

は

、

次

項

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

手

数

料

を

納

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。
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２

前

項

の

手

数

料

の

額

は

、

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

個

人

情

報

保

護

法

施

行

条

例

第

七

条

の

規

定

を

準

用

す

る

。

第

二

節

訂

正

(

訂

正

請

求

権

)

第

三

十

二

条

何

人

も

、

自

己

を

本

人

と

す

る

保

有

個

人

情

報

(

次

に

掲

げ

る

も

の

に

限

る

。

第

三

十

九

条

第

一

項

に

お

い

て

同

じ

。

)

の

内

容

が

事

実

で

な

い

と

思

料

す

る

と

き

は

、

こ

の

条

例

の

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

議

長

に

対

し

、

当

該

保

有

個

人

情

報

の

訂

正

(

追

加

又

は

削

除

を

含

む

。

以

下

こ

の

章

に

お

い

て

同

じ

。

)

を

請

求

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

当

該

保

有

個

人

情

報

の

訂

正

に

関

し

て

他

の

法

令

の

規

定

に

よ

り

特

別

の

手

続

が

定

め

ら

れ

て

い

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

一

開

示

決

定

に

基

づ

き

開

示

を

受

け

た

保

有

個

人

情

報

二

開

示

決

定

に

係

る

保

有

個

人

情

報

で

あ

っ

て

、

第

三

十

条

第

一

項

の

他

の

法

令

の

規

定

に

よ

り

開

示

を

受

け

た

も

の

２

代

理

人

は

、

本

人

に

代

わ

っ

て

前

項

の

規

定

に

よ

る

訂

正

の

請

求

(

以

下

こ

の

章

及

び

第

四

十

九

条

に

お

い

て

「

訂

正

請

求

」

と

い

う

。

)

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

３

訂

正

請

求

は

、

保

有

個

人

情

報

の

開

示

を

受

け

た

日

か

ら

九

十

日

以

内

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

訂

正

請

求

の

手

続

)

第

三

十

三

条

訂

正

請

求

は

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

記

載

し

た

書

面

(

第

三

項

に

お

い

て

「

訂

正

請

求

書

」

と

い

う

。

)

を

議

長

に

提

出

し

て

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

訂

正

請

求

を

す

る

者

の

氏

名

及

び

住

所

又

は

居

所

二

訂

正

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

開

示

を

受

け

た

日

そ

の

他

当

該

保

有

個

人

情

報

を

特

定

す

る

に

足

り

る

事

項

三

訂

正

請

求

の

趣

旨

及

び

理

由
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四

前

三

号

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

議

長

が

定

め

る

事

項

２

前

項

の

場

合

に

お

い

て

、

訂

正

請

求

を

す

る

者

は

、

議

長

が

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

訂

正

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

本

人

で

あ

る

こ

と

(

前

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

訂

正

請

求

に

あ

っ

て

は

、

訂

正

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

本

人

の

代

理

人

で

あ

る

こ

と

)

を

示

す

書

類

を

提

示

し

、

又

は

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

議

長

は

、

訂

正

請

求

書

に

形

式

上

の

不

備

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

訂

正

請

求

を

し

た

者

(

以

下

こ

の

章

に

お

い

て

「

訂

正

請

求

者

」

と

い

う

。

)

に

対

し

、

相

当

の

期

間

を

定

め

て

、

そ

の

補

正

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

(

保

有

個

人

情

報

の

訂

正

義

務

)

第

三

十

四

条

議

長

は

、

訂

正

請

求

が

あ

っ

た

場

合

に

お

い

て

、

当

該

訂

正

請

求

に

理

由

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

当

該

訂

正

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

利

用

目

的

の

達

成

に

必

要

な

範

囲

内

で

、

当

該

保

有

個

人

情

報

の

訂

正

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

訂

正

請

求

に

対

す

る

措

置

)

第

三

十

五

条

議

長

は

、

訂

正

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

訂

正

を

す

る

と

き

は

、

そ

の

旨

の

決

定

を

し

、

訂

正

請

求

者

に

対

し

、

そ

の

旨

を

書

面

に

よ

り

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

議

長

は

、

訂

正

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

訂

正

を

し

な

い

と

き

は

、

そ

の

旨

の

決

定

を

し

、

訂

正

請

求

者

に

対

し

、

そ

の

旨

を

書

面

に

よ

り

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

訂

正

決

定

等

の

期

限

)

第

三

十

六

条

前

条

各

項

の

決

定

(

以

下

「

訂

正

決

定

等

」

と

い

う

。

)

は

、

訂

正

請

求

が

あ

っ

た

日

か

ら

三

十

日

以

内

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

第

三

十

三

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

補

正

を

求

め

た

場

合

に

あ

っ

て

は

、

当

該

補

正

に

要

し

た

日

数

は

、

当

該

期

間

に

算

入

し

な

い

。

２

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

議

長

は

、

事

務

処

理

上

の

困

難

そ

の

他

正

当

な

理

由

が

あ

る

と

き

は

、

同

項

に

規

定

す

る

期

間

を

三

十

日

以

内

に

限

り

延

長

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

議

長

は

、

訂

正

請

求

者

に

対

し

、

遅

滞

な

く

、

延

長

後

の

期

間

及

び

延

長

の

理

由

を

書
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面

に

よ

り

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

訂

正

決

定

等

の

期

限

の

特

例

)

第

三

十

七

条

議

長

は

、

訂

正

決

定

等

に

特

に

長

期

間

を

要

す

る

と

認

め

る

と

き

は

、

前

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

相

当

の

期

間

内

に

訂

正

決

定

等

を

す

れ

ば

足

り

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

議

長

は

、

同

条

第

一

項

に

規

定

す

る

期

間

内

に

、

訂

正

請

求

者

に

対

し

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

書

面

に

よ

り

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

こ

の

条

の

規

定

を

適

用

す

る

旨

及

び

そ

の

理

由

二

訂

正

決

定

等

を

す

る

期

限

２

前

条

の

規

定

に

よ

る

訂

正

決

定

等

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

期

間

に

、

議

長

及

び

副

議

長

が

と

も

に

欠

け

て

い

る

期

間

が

あ

る

と

き

は

、

当

該

期

間

の

日

数

は

、

同

条

の

期

間

に

算

入

し

な

い

。

(

保

有

個

人

情

報

の

提

供

先

へ

の

通

知

)

第

三

十

八

条

議

長

は

、

第

三

十

五

条

第

一

項

の

決

定

に

基

づ

く

保

有

個

人

情

報

の

訂

正

の

実

施

を

し

た

場

合

に

お

い

て

、

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

当

該

保

有

個

人

情

報

の

提

供

先

に

対

し

、

遅

滞

な

く

、

そ

の

旨

を

書

面

に

よ

り

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

第

三

節

利

用

停

止

(

利

用

停

止

請

求

権

)

第

三

十

九

条

何

人

も

、

自

己

を

本

人

と

す

る

保

有

個

人

情

報

が

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

思

料

す

る

と

き

は

、

こ

の

条

例

の

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

議

長

に

対

し

、

当

該

各

号

に

定

め

る

措

置

を

請

求

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

当

該

保

有

個

人

情

報

の

利

用

の

停

止

、

消

去

又

は

提

供

の

停

止

(

以

下

こ

の

章

に

お

い

て

「

利

用

停

止

」

と

い

う

。

)

に

関

し

て

他

の

法

令

の

規

定

に

よ

り

特

別

の

手

続

が

定

め

ら

れ

て

い

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

一

第

四

条

第

二

項

の

規

定

に

違

反

し

て

保

有

さ

れ

て

い

る

と

き

、

第

六

条

の

規

定

に

違

反

し

て

取

り

扱

わ

れ

て

い

る

と

き

、

第

七

条

の

規

定

に

違

反

し

て

取

得

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

と

き

、

又

は

第

十

三

条

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

に

違

反

し

て

利

用

さ

れ

て

い

る

と

き

当

該

保

有

個
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人

情

報

の

利

用

の

停

止

又

は

消

去

二

第

十

三

条

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

に

違

反

し

て

提

供

さ

れ

て

い

る

と

き

当

該

保

有

個

人

情

報

の

提

供

の

停

止

２

代

理

人

は

、

本

人

に

代

わ

っ

て

前

項

の

規

定

に

よ

る

利

用

停

止

の

請

求

(

以

下

こ

の

章

及

び

第

四

十

九

条

に

お

い

て

「

利

用

停

止

請

求

」

と

い

う

。

)

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

３

利

用

停

止

請

求

は

、

保

有

個

人

情

報

の

開

示

を

受

け

た

日

か

ら

九

十

日

以

内

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

利

用

停

止

請

求

の

手

続

)

第

四

十

条

利

用

停

止

請

求

は

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

記

載

し

た

書

面

(

第

三

項

に

お

い

て

「

利

用

停

止

請

求

書

」

と

い

う

。

)

を

議

長

に

提

出

し

て

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

利

用

停

止

請

求

を

す

る

者

の

氏

名

及

び

住

所

又

は

居

所

二

利

用

停

止

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

開

示

を

受

け

た

日

そ

の

他

当

該

保

有

個

人

情

報

を

特

定

す

る

に

足

り

る

事

項

三

利

用

停

止

請

求

の

趣

旨

及

び

理

由

四

前

三

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

議

長

が

定

め

る

事

項

２

前

項

の

場

合

に

お

い

て

、

利

用

停

止

請

求

を

す

る

者

は

、

議

長

が

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

利

用

停

止

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

本

人

で

あ

る

こ

と

(

前

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

利

用

停

止

請

求

に

あ

っ

て

は

、

利

用

停

止

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

本

人

の

代

理

人

で

あ

る

こ

と

)

を

示

す

書

類

を

提

示

し

、

又

は

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

議

長

は

、

利

用

停

止

請

求

書

に

形

式

上

の

不

備

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

利

用

停

止

請

求

を

し

た

者

(

以

下

こ

の

章

に

お

い

て

「

利

用

停

止

請

求

者

」

と

い

う

。

)

に

対

し

、

相

当

の

期

間

を

定

め

て

、

そ

の

補

正

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

(

保

有

個

人

情

報

の

利

用

停

止

義

務

)

第

四

十

一

条

議

長

は

、

利

用

停

止

請

求

が

あ

っ

た

場

合

に

お

い

て

、

当

該

利

用

停

止

請

求

に

理

由
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が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

議

会

に

お

け

る

個

人

情

報

の

適

正

な

取

扱

い

を

確

保

す

る

た

め

に

必

要

な

限

度

で

、

当

該

利

用

停

止

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

利

用

停

止

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

当

該

保

有

個

人

情

報

の

利

用

停

止

を

す

る

こ

と

に

よ

り

、

当

該

保

有

個

人

情

報

の

利

用

目

的

に

係

る

事

務

又

は

事

業

の

性

質

上

、

当

該

事

務

又

は

事

業

の

適

正

な

遂

行

に

著

し

い

支

障

を

及

ぼ

す

お

そ

れ

が

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

(

利

用

停

止

請

求

に

対

す

る

措

置

)

第

四

十

二

条

議

長

は

、

利

用

停

止

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

利

用

停

止

を

す

る

と

き

は

、

そ

の

旨

の

決

定

を

し

、

利

用

停

止

請

求

者

に

対

し

、

そ

の

旨

を

書

面

に

よ

り

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

議

長

は

、

利

用

停

止

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

利

用

停

止

を

し

な

い

と

き

は

、

そ

の

旨

の

決

定

を

し

、

利

用

停

止

請

求

者

に

対

し

、

そ

の

旨

を

書

面

に

よ

り

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

利

用

停

止

決

定

等

の

期

限
)

第

四

十

三

条

前

条

各

項

の

決

定
(

以

下

「

利

用

停

止

決

定

等

」

と

い

う

。

)

は

、

利

用

停

止

請

求

が

あ

っ

た

日

か

ら

三

十

日

以

内

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

第

四

十

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

補

正

を

求

め

た

場

合

に

あ

っ

て

は

、

当

該

補

正

に

要

し

た

日

数

は

、

当

該

期

間

に

算

入

し

な

い

。

２

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

議

長

は

、

事

務

処

理

上

の

困

難

そ

の

他

正

当

な

理

由

が

あ

る

と

き

は

、

同

項

に

規

定

す

る

期

間

を

三

十

日

以

内

に

限

り

延

長

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

議

長

は

、

利

用

停

止

請

求

者

に

対

し

、

遅

滞

な

く

、

延

長

後

の

期

間

及

び

延

長

の

理

由

を

書

面

に

よ

り

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

利

用

停

止

決

定

等

の

期

限

の

特

例

)

第

四

十

四

条

議

長

は

、

利

用

停

止

決

定

等

に

特

に

長

期

間

を

要

す

る

と

認

め

る

と

き

は

、

前

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

相

当

の

期

間

内

に

利

用

停

止

決

定

等

を

す

れ

ば

足

り

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

議

長

は

、

同

条

第

一

項

に

規

定

す

る

期

間

内

に

、

利

用

停

止

請

求

者

に

対

し

、

次

に

掲

げ
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る

事

項

を

書

面

に

よ

り

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

こ

の

条

の

規

定

を

適

用

す

る

旨

及

び

そ

の

理

由

二

利

用

停

止

決

定

等

を

す

る

期

限

２

前

条

の

規

定

に

よ

る

利

用

停

止

決

定

等

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

期

間

に

、

議

長

及

び

副

議

長

が

と

も

に

欠

け

て

い

る

期

間

が

あ

る

と

き

は

、

当

該

期

間

の

日

数

は

、

同

条

の

期

間

に

算

入

し

な

い

。

第

四

節

審

査

請

求

(

審

理

員

に

よ

る

審

理

手

続

に

関

す

る

規

定

の

適

用

除

外

)

第

四

十

五

条

開

示

決

定

等

、

訂

正

決

定

等

、

利

用

停

止

決

定

等

又

は

開

示

請

求

、

訂

正

請

求

若

し

く

は

利

用

停

止

請

求

に

係

る

不

作

為

に

係

る

審

査

請

求

に

つ

い

て

は

、

行

政

不

服

審

査

法

(

平

成

二

十

六

年

法

律

第

六

十

八

号

)

第

九

条

第

一

項

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

(

審

査

会

へ

の

諮

問

)

第

四

十

六

条

開

示

決

定

等

、

訂

正

決

定

等

、

利

用

停

止

決

定

等

又

は

開

示

請

求

、

訂

正

請

求

若

し

く

は

利

用

停

止

請

求

に

係

る

不

作

為

に

つ

い

て

審

査

請

求

が

あ

っ

た

と

き

は

、

議

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合

を

除

き

、

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

行

政

不

服

審

査

会

条

例

(

平

成

十

二

年

条

例

第

五

号

)

第

一

条

に

規

定

す

る

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

行

政

不

服

審

査

会

に

諮

問

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

審

査

請

求

が

不

適

法

で

あ

り

、

却

下

す

る

場

合

二

裁

決

で

、

審

査

請

求

の

全

部

を

認

容

し

、

当

該

審

査

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

全

部

を

開

示

す

る

こ

と

と

す

る

場

合

(

当

該

保

有

個

人

情

報

の

開

示

に

つ

い

て

反

対

意

見

書

が

提

出

さ

れ

て

い

る

場

合

を

除

く

。

)

三

裁

決

で

、

審

査

請

求

の

全

部

を

認

容

し

、

当

該

審

査

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

訂

正

を

す

る

こ

と

と

す

る

場

合

四

裁

決

で

、

審

査

請

求

の

全

部

を

認

容

し

、

当

該

審

査

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

利

用

停



29 

止

を

す

る

こ

と

と

す

る

場

合

２

前

項

の

規

定

に

よ

り

諮

問

し

た

場

合

に

は

、

議

長

は

、

次

に

掲

げ

る

者

に

対

し

、

諮

問

を

し

た

旨

を

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

審

査

請

求

人

及

び

参

加

人

(

行

政

不

服

審

査

法

第

十

三

条

第

四

項

に

規

定

す

る

参

加

人

を

い

う

。

以

下

こ

の

項

及

び

次

条

第

二

号

に

お

い

て

同

じ

。

)

二

開

示

請

求

者

、

訂

正

請

求

者

又

は

利

用

停

止

請

求

者

(

こ

れ

ら

の

者

が

審

査

請

求

人

又

は

参

加

人

で

あ

る

場

合

を

除

く

。

)

三

当

該

審

査

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

開

示

に

つ

い

て

反

対

意

見

書

を

提

出

し

た

第

三

者

(

当

該

第

三

者

が

審

査

請

求

人

又

は

参

加

人

で

あ

る

場

合

を

除

く

。

)

(

第

三

者

か

ら

の

審

査

請

求

を

棄

却

す

る

場

合

等

に

お

け

る

手

続

等

)

第

四

十

七

条

第

二

十

八

条

第

三

項

の

規

定

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

裁

決

を

す

る

場

合

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

一

開

示

決

定

に

対

す

る

第

三

者

か

ら

の

審

査

請

求

を

却

下

し

、

又

は

棄

却

す

る

裁

決

二

審

査

請

求

に

係

る

開

示

決

定

等

(

開

示

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

の

全

部

を

開

示

す

る

旨

の

決

定

を

除

く

。

)

を

変

更

し

、

当

該

審

査

請

求

に

係

る

保

有

個

人

情

報

を

開

示

す

る

旨

の

裁

決

(

第

三

者

で

あ

る

参

加

人

が

当

該

第

三

者

に

関

す

る

情

報

の

開

示

に

反

対

の

意

思

を

表

示

し

て

い

る

場

合

に

限

る

。

)

第

五

章

雑

則

(

適

用

除

外

)

第

四

十

八

条

保

有

個

人

情

報

(

不

開

示

情

報

を

専

ら

記

録

す

る

公

文

書

に

記

録

さ

れ

て

い

る

も

の

に

限

る

。

)

の

う

ち

、

ま

だ

分

類

そ

の

他

の

整

理

が

行

わ

れ

て

い

な

い

も

の

で

、

同

一

の

利

用

目

的

に

係

る

も

の

が

著

し

く

大

量

に

あ

る

た

め

そ

の

中

か

ら

特

定

の

保

有

個

人

情

報

を

検

索

す

る

こ

と

が

著

し

く

困

難

で

あ

る

も

の

は

、

第

四

章

(

第

四

節

を

除

く

。

)

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

議

会

に

保

有

さ

れ

て

い

な

い

も

の

と

み

な

す

。



30 

(

開

示

請

求

等

を

し

よ

う

と

す

る

者

に

対

す

る

情

報

の

提

供

等

)
第

四

十

九

条

議

長

は

、

開

示

請

求

、

訂

正

請

求

又

は

利

用

停

止

請

求

(

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

開

示

請

求

等

」

と

い

う

。

)

を

し

よ

う

と

す

る

者

が

そ

れ

ぞ

れ

容

易

か

つ

的

確

に

開

示

請

求

等

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

、

保

有

個

人

情

報

の

特

定

そ

の

他

開

示

請

求

等

を

し

よ

う

と

す

る

者

の

利

便

を

考

慮

し

た

適

切

な

措

置

を

講

ず

る

も

の

と

す

る

。

(

個

人

情

報

等

の

取

扱

い

に

関

す

る

苦

情

処

理

)

第

五

十

条

議

長

は

、

議

会

に

お

け

る

個

人

情

報

、

仮

名

加

工

情

報

又

は

匿

名

加

工

情

報

の

取

扱

い

に

関

す

る

苦

情

の

適

切

か

つ

迅

速

な

処

理

に

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

審

議

会

へ

の

諮

問
)

第

五

十

一

条

議

長

は

、

個

人

情

報

の

適

正

な

取

扱

い

を

確

保

す

る

た

め

専

門

的

な

知

見

に

基

づ

く

意

見

を

聴

く

こ

と

が

特

に

必

要

で

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

審

議

会

に

諮

問

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

(

施

行

の

状

況

の

公

表

)

第

五

十

二

条

議

長

は

、

毎

年

度

、

こ

の

条

例

の

施

行

の

状

況

を

取

り

ま

と

め

、

そ

の

概

要

を

公

表

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

(

委

任

)

第

五

十

三

条

こ

の

条

例

の

実

施

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

議

長

が

定

め

る

。

第

六

章

罰

則

第

五

十

四

条

職

員

若

し

く

は

職

員

で

あ

っ

た

者

、

第

十

条

第

二

項

若

し

く

は

第

十

六

条

第

五

項

の

委

託

を

受

け

た

業

務

に

従

事

し

て

い

る

者

若

し

く

は

従

事

し

て

い

た

者

又

は

議

会

に

お

い

て

個

人

情

報

、

仮

名

加

工

情

報

若

し

く

は

匿

名

加

工

情

報

の

取

扱

い

に

従

事

し

て

い

る

派

遣

労

働

者

若

し

く

は

従

事

し

て

い

た

派

遣

労

働

者

が

、

正

当

な

理

由

が

な

い

の

に

、

個

人

の

秘

密

に

属

す

る

事

項

が

記

録

さ

れ

た

第

二

条

第

五

項

第

一

号

に

係

る

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

(

そ

の

全

部

又

は

一

部

を

複

製

し

、

又

は

加

工

し

た

も

の

を

含

む

。

)

を

提

供

し

た

と

き

は

、

二

年

以

下

の

懲

役

又

は

百

万

円

以

下

の

罰

金

に

処

す

る

。
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第

五

十

五

条

前

条

に

規

定

す

る

者

が

、

そ

の

業

務

に

関

し

て

知

り

得

た

保

有

個

人

情

報

を

自

己

若

し

く

は

第

三

者

の

不

正

な

利

益

を

図

る

目

的

で

提

供

し

、

又

は

盗

用

し

た

と

き

は

、

一

年

以

下

の

懲

役

又

は

五

十

万

円

以

下

の

罰

金

に

処

す

る

。

第

五

十

六

条

職

員

が

そ

の

職

権

を

濫

用

し

て

、

専

ら

そ

の

職

務

の

用

以

外

の

用

に

供

す

る

目

的

で

個

人

の

秘

密

に

属

す

る

事

項

が

記

録

さ

れ

た

文

書

、

図

画

又

は

電

磁

的

記

録

を

収

集

し

た

と

き

は

、

一

年

以

下

の

懲

役

又

は

五

十

万

円

以

下

の

罰

金

に

処

す

る

。

第

五

十

七

条

前

三

条

の

規

定

は

、

特

別

区

の

区

域

外

に

お

い

て

こ

れ

ら

の

条

の

罪

を

犯

し

た

者

に

も

適

用

す

る

。

第

五

十

八

条

偽

り

そ

の

他

不

正

の

手

段

に

よ

り

、

第

二

十

五

条

第

一

項

の

決

定

に

基

づ

く

保

有

個

人

情

報

の

開

示

を

受

け

た

者

は

、

五

万

円

以

下

の

過

料

に

処

す

る

。

附

則

こ

の

条

例

は

、

令

和

五

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

(

提

案

理

由

)

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

法

律

の

改

正

及

び

東

京

二

十

三

区

清

掃

一

部

事

務

組

合

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

条

例

の

廃

止

を

踏

ま

え

、

議

会

の

個

人

情

報

を

引

き

続

き

適

切

に

保

護

す

る

た

め

、

新

た

に

条

例

を

制

定

す

る

必

要

が

あ

る

こ

と

か

ら

、

本

案

を

提

出

し

ま

す

。
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